


9.1 研究成果の概要 
 

研究業績として，平成 17～19 年度に発表され

た発表論文等をまとめて整理した． 
 発表論文は，通常「審査付き論文」と「審査

なし論文」に区別されるが，論文の種類がより

詳細にわかるようにするため， 
（A）審査つき論文 

(A1)完全査読論文 
(A2)一般査読論文 
(A3)アブストラクト審査論文 

（B）解説・総説 
（C）著書 
（D）紀要・報告書 
（E）講義・講演会テキスト 
（F）新聞・雑誌記事 
（G）講演会概要集 
（H）学術誌 
に分類した． 
「(A)審査つき論文」については，更に，当該分

野のほとんどの研究者が査読付き論文と認める

「(A1)完全査読論文」，講演会を伴いその講演会

で発表される論文が前もって発表論文として査

読される「(A2)一般査読論文」，アブストラクト

が審査される「(A3)アブストラクト審査論文」，

に分類した．また，前回「審査なし論文」につ

いては，「(D)紀要・報告書」，「(E)講義・講演会

テキスト」，「(F)新聞・雑誌記事」，「(G)講演会概

要集」，「(H)学術誌」に細分類し，論文の種類が

より詳細にわかるようにした．なお，論文の分

類に当たっては，自己申告に従っている． 
(A) の発表論文の総数は 1004 編（前回：1054

編）であり，詳細は以下のとおりである． 
(A1) 完全査読論文：700 編（前回 534 編） 
(A2) 一般査読論文：177 編（前回 279 編） 
(A3) アブストラクト査読論文：127 編（前

回 241 編） 
一人一年当たりの発表論文数で比較すると以

下のとおりである． 

(A) 3.1 編／人（前回 3.1 編／人） 
(A1) 2.2 編／人（前回 1.6 編／人） 
(A2) 0.6 編／人（前回 0.8 編／人） 
(A3) 0.4 編／人（前回 0.7 編／人） 

一人一年当たりの総論文数は，前回と同じで

あるが，「(A1)完全査読論文」が増加し，「(A2)
一般査読論文」と「(A3)アブストラクト審査論

文」が減少している．これは，「(A2)一般査読論

文」・「(A3)アブストラクト審査論文」よりも学

術的影響力の大きい「(A1)完全査読論文」への

投稿に移行していることを示す． 
（B）の解説・総説は計 86 編（前回 528 編），(C)
の著書は計 55 編（前回 116 編），(D)の紀要・報

告書は，計 241 編，(E)の講義・講演会テキスト

は，計 23 編，(F)の新聞・雑誌記事は，計 37 編，

(G)の講演会概要集は，計 475 編，(H)の学術誌

は，61 編であった． 
 (B)～(H)に関わる業績に関しては，各研究者

が自己診断・評価の項目と考え，社会への貢献

や防災学の啓蒙活動の重要性を認識することも，

今後の防災研究所の発展のためには必要であろ

う． 
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9.2 研究成果リスト一覧 
 

総合防災研究グループ 

完全査読論文 
Norio Okada，Yoko Matsuda：Participatory Community Diagnosis 
for Sustainable Disaster Preparedness: A Japanese Case Station，
AESOP 05 VIENNA，101，116，(2005) 
Yamori Katusya：The way people recall and narrate their traumatic 
experiences of a disaster: An action research on a voluntary group of 
story-tellers.，"Y.Kashima， Y. Endo， E.Kashima， C. Leung， & 
J. McClure (eds.)， Progress in Asian Social Psychology . Seoul: 
Kyoyook-kwahak-sa."，4，183，199，(2005) 
鈴木進吾，越村俊一，原田賢治，岡本学，福留邦洋，菅磨志保，

河田惠昭：2004 年 7 月新潟豪雨水害の災害調査による家屋被

害関数の構築，水工学論文集，49，439，444，(2005) 
大石哲，佐山敬洋，中川 一，里深好文，武藤康則，"Sisinggih， 
Dian"，砂田憲吾：雨滴粒径分布を考慮した雨滴衝撃エネルギ

ー算出方法の開発と局所的土砂生産量との関係に関する研究，

土木学会水工学論文集，1087，1092，(2005) 
越村俊一，高島正典，林春男，鈴木進吾，今村文彦，河田惠昭：

インド洋における巨大地震津波災害ポテンシャルの評価，海岸

工学論文集，52，1416，1420，(2005) 
田中聡，重川希志依，林春男，牧紀男，：新潟県中越地震小千

谷市支援プロジェクトマネジメント-プロジェクトマネジメン

トの枠組みによる評価-，地域安全学会論文集，7，113，122，
(2005) 
林春男，田村圭子：2004 年 7 月 13 日新潟水害における人的被

害の発生原因の究明，地域安全学会論文集，7，197，206，(2005) 
井出明，金田直樹，立木茂雄，林春男，：現行社会制度を基盤

とした被災者支援システムの提案，地域安全学会論文集，7，
369，374，(2005) 
鈴木三四郎，田中聡，堀江啓，牧紀男，水越薫，大森達也，藤

澤秀樹，林春男，：フィリピン・マリキナ市の Non-Engineered
住宅の動特性と実地地震による応答特性に関する一考察，地域

安全学会論文集，7，1，8，(2005) 
浦川豪，吉富望，林春男，堀江啓，石本常，大村径：モバイル

デバイスを利用した緊急被害調査業務支援システムの構築

-Arc PAD を利用した Authoring System の開発-，地域安全学会

論文集，7，53，62，(2005) 
東田光裕，牧紀男，林春男，元谷豊，：標準的な危機管理体制

に基づく危機管理センターと情報処理のあり方-自治体におけ

る危機管理センターと情報処理の現状分析-，地域安全学会論

文集，7，64，71，(2005) 
澤田雅浩，八木英夫，林春男：震災発生時における関連情報集

約とその提供法に関する研究-新潟県中越地震復旧・復興 GIS
プロジェクトの取り組みを通じて-，地域安全学会論文集，7，
97，102，(2005) 
堀江啓，重川希志依，牧紀男，田中聡，林春男：新潟県中越地

震における被害認定調査・訓練システムの実践的検証-小千谷

市のり災証明書発行業務への適用-，地域安全学会論文集，7，
123，132，(2005) 
重川希志依，田中聡，堀江啓，林春男，：新潟県中越地震にお

ける建物被害認定調査の現状と課題，地域安全学会論文集，7，
133，140，(2005) 
吉富望，林春男，浦川豪，重川希志依，田中聡，堀江啓，松岡

克行，名護屋豊，藤春兼久：災害対応業務の効率化を目指した

り災証明書発行支援システムの開発-新潟県中越地震災害を事

例とした新しい被災者台帳データベース構築の提案-，地域安

全学会論文集，7，141，150，(2005) 
高島正典，林春男，田中聡，重川希志依，牧紀男，田村圭子，

堀江啓，吉富望，浦川豪，藤春兼久，佐藤翔輔，木村玲欧，：

サービス・マネージメントの枠組みに基づく被災者支援におけ

る窓口業務の設計-小千谷市り災証明発行窓口業務を事例とし

て-，地域安全学会論文集，7，151，160，(2005) 
木村玲欧，林春男，立木茂雄，田村圭子，堀江啓，黒宮亜希子：

新潟県中越地震における被災者の避難行動と再建過程-総務省

消防庁及び京都大学防災研究所共同実施調査-，地域安全学会

論文集，7，161，170，(2005) 
田村圭子，林春男，立木茂雄：介護保険制度は要介護高齢者の

災害対応にいかに働いたのか-2004 年 7.13 新潟豪雨災害と

10.23 新潟県中越地震を事例として-，地域安全学会論文集，7，
213，220，(2005) 
黒宮亜希子，立木茂雄，林春男，野田隆，田村圭子，木村玲欧：

パネルデータからみる阪神・淡路大震災被災者の復興-2001・
2003 年兵庫県生活復興パネル調査結果をもとに-，地域安全学

会論文集，7，375，384，(2005) 
永松伸吾，林春男，河田惠昭：地域防災計画にみる防災行政の

課題，地域安全学会論文集，7，395，404，(2005) 
福留邦洋，林春男，深澤良信：危機管理研修プログラムに関す

る研究-米国各州における事例から-，地域安全学会論文集，7，
417，424，(2005) 
林 春男：ハリケーン・カトリーナがもたらした新しい広域災

害（速報），土木学会誌，90，34，38，(2005) 
多々納裕一，土屋 哲：震災リスクを考慮した道路ネットワー

クの冗長性の効果：空間応用一般均衡アプローチ，"第 17 回

RAMP シンポジウム論文集， 日本 OR 学会"，1，15，(2005) 
横松宗太，小林潔司：災害保険，被災者支援制度と住宅選択，

都市計画論文集，40，175，180，(2005) 
寶 馨：人工の貯水池と緑のダム--それぞれの効用と限界--，
京都大学防災研究所公開講座（第１６回），45，53，(2005) 
Norio Okada：Case Station and Field Campus as an Innovative 
Implementation Model for Disaster Research and Education，WCDR，
(2005) 
"Ohnishi， Masamitsu "，"Yokomatsu， Muneta"，"Kobayashi， 
Kiyoshi"：Liquidity Risks and Demands for Earthquake Insurances，
"Proceedings of the (2005) IEEE Systems， Man， and Cybernetics 
Conference"，221，226，(2005) 
鈴木圭一，田中哮義，原田和典，吉田治典，：区画火災鉛直温

度分布予測モデルの拡張と検証および火災プルームへの連行

を考慮した天井ジェット温度予測 多層ゾーン煙流動予測モ

デルの開発 その２，日本建築学会論文集 No.590（環境系），

1，7，(2005) 
Himoto Keisuke，Tanaka Takeyoshi：Transport of Disk-shaped 
Firebrands in a Turbulent Boundary Layer，"Fire Safety Science， 
Proc. of the 8th Int’l Symposium"，433，444，(2005) 
樋本圭佑，土橋常登，田中義昭，田中哮義，：給気した火災室

の開口から噴出する火炎・熱気流の温度と軌跡～開口噴出火

炎・熱気流による火災拡大に関する研究 その 1～，日本建築

学会環境系論文集，598，1，8，(2005) 
大西正光，横松宗太，小林潔司：流動性リスクと地震保険需要，

土木学会論文集，IV68，793，105，120，(2005) 
Watanabe Junichi，Tanaka Takeyoshi：Prediction of Ceiling Jet 
Smoke Concentration under Two Layer Environment，Fire Science 
and Technology，3，24，151，164，(2005) 
Norio MAKI，Haruo HAYASHI：How Can Stakeholders’ Visions for 
Rebuilding a Community be Compiled into a Plan?: Recovery and 
Reconstruction Planning in Ojiya City，Journal of Natural Disaster 
Science，2，27，59，65，(2005) 
佐山敬洋，立川康人，寶 馨，市川 温，：広域分布型流出予

測システムの開発とダム群治水効果の評価，土木学会論文集，

73，803，13，27，(2005) 
Norio Okada，Yoko Matsuda：Participatory Community Diagnosis 
for Sustainable Disaster Preparedness: A Japanese Case Station，
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AESOP 05 VIENNA，101，116，(2005) 
佐山敬洋，立川康人，寶 馨：不確実性を考慮する地上・レー

ダ雨量の合成法，土木学会論文集，73，803，1，11，(2005) 
佐山敬洋，立川康人，寶 馨：流出モデルの不確実性評価手法

とそのモデル選択への適用，土木学会論文集，71，789，1，13，
(2005) 
須田達，鈴木祥之，奥田辰雄，小笠原昌敏，：京町家の構造調

査に基づく構造特性の評価，地域安全学会論文集，7，15，21，
(2005) 
清水秀丸 ，林康裕，鈴木祥之，斎藤幸雄，後藤正美：2003
年７月 26 日宮城県北部の地震による被災木造住宅の構造的特

徴と耐震性能，日本建築学会構造系論文集，598，43，49，(2005) 
Mukaibo Kyosuke，Suzuki Yoshiyuki：Hysteretic structural frame 
with flexible slab under random excitation，Proceedings of Ninth 
International Conferences on Structural Safety and Reliability ，
3851，3855，(2005) 
Cao Yingfang，Noori Mohammad，Wu Justin，Zhao Jack，Hou 
Zhikun，Suzuki Yoshiyoki：Health management and uncertainty of 
reliability analysis using a Bayesian probabilistic approach，"a 
preliminary step， Proceedings of Ninth International Conferences 
on Structural Safety and Reliability"，3201，3205，(2005) 
Cai Guo Qiang，Suzuki Yoshiyuki：Dynamics of systems under 
randomized sinusoidal excitation，Proceedings of Ninth International 
Conferences on Structural Safety and Reliability ，3839，3844，
(2005) 
Li Shujin，Suzuki Yoshiyuki：Application of Hilbert-Huang 
transform to structural damage detection，"Experimental data， 
Safety and Reliability of Engineering， Proceedings of Ninth 
International Conferences on Structural Safety and Reliability "，
3845，3850，(2005) 
Cai Guo Qiang，Suzuki Yoshiyuki：On statistical quasi-linearization，
International Journal of Non-Linear Mechanics，40，8，1139，1147，
(2005) 
Yuki AKIZUKI，Takeyoshi TANAKA，Hidekazu SUZUKI，Tsuneto 
TSUCHIHASHI，：Calculation Method for Visibility of Emergency 
Sign in Fire taking into account of Smoke Adherence，Proceedings 
of 8th International Symposium of Fire Safety Science，1093，1105，
(2005) 
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象としたライフライン途絶抵抗係数の推計，自然災害科学，4，
23，553，564，(2005) 
越村俊一，高島正典，鈴木進吾，林春男，今村文彦，河田惠昭：

インド洋における巨大地震津波災害ポテンシャルの評価，海岸
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Planning Review， A journal of the Japanese Society for Civil 
Engineers"，23，(2005) 
木村玲欧，林 春男，田村圭子，立木茂雄，野田 隆，矢守克

也，黒宮亜希子，浦田康幸，：社会調査による生活再建過程モ

ニタリング指標の開発－阪神・淡路大震災から 10 年間の復興

のようす－，地域安全学会論文集，8，415，424，(2005) 
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中村佳重郎，盛川仁，坂井公俊，宇田川鎮生：

"Geomorphic-geologic Structure and Formative Mechanism of the 
Lijiang Basin， Yunnan Province， China"，中国雲南省麗江盆地

の地形－地質構造と盆地形成メカニズム，京都大学防災研究所

年報，48B，279，296（2005） 
赤松純平：マイクロゾーニングを目的とした中国雲南省麗江盆

地の共役断層と基盤構造の調査研究について，マイクロゾーニ

ングを目的とした中国雲南省麗江盆地の共役断層と基盤構造

の調査研究 平成14～16年度科学研究費補助金(基盤研究

(B)(1))研究成果報告書，1，9（2005） 
駒澤正夫，中村佳重郎，赤松純平，蒋楽群，李康龍，西村敬一，

盛川仁，矢野孝雄，坂井公俊，宇田川鎮生，楊東生：中国雲南

省麗江盆地及び鶴慶盆地の重力基盤構造－1996年麗江地震の

被害分布と重力構造－，マイクロゾーニングを目的とした中国

雲南省麗江盆地の共役断層と基盤構造の調査研究 平成14～16
年度科学研究費補助金(基盤研究(B)(1))研究成果報告書，10，26
（2005） 
中村佳重郎，赤松純平，西村敬一，駒澤正夫，矢野孝雄，盛川

仁，蒋楽群，李康龍，：中国雲南省麗江盆地周辺におけるGPS
観測，マイクロゾーニングを目的とした中国雲南省麗江盆地の

共役断層と基盤構造の調査研究 平成14～16年度科学研究費補

助金(基盤研究(B)(1))研究成果報告書，45，52（2005） 
赤松純平，矢野孝雄，李康龍，蒋楽群，西村敬一，駒澤正夫，：

1996年麗江地震による麗江盆地内の災害線について－断層構

造反映の可能性－，マイクロゾーニングを目的とした中国雲南

省麗江盆地の共役断層と基盤構造の調査研究 平成14～16年度

科学研究費補助金(基盤研究(B)(1))研究成果報告書，53，56
（2005） 
矢守克也：大規模災害へ向けた「自助・共助・公助システム」

の確立に関する研究－ゲーミング手法を用いて－，KRF助成研

究報告書（平成17年度），151，159（2005） 
松田 曜子，糸谷 友宏，岡田 憲夫，：東海・東南海地震を

対象とした地域防災力診断アンケートの基礎的分析，京都大学

防災研究所年報，第48回B，（2005） 
多々納裕一：地震リスク評価に基づく道路橋の耐震設計に関す

る研究業務報告書、阪神高速道路公団，社団法人土木学会，

（2005） 
多々納裕一，梶谷義雄，土屋 哲，：新潟県中越地震の社会的

影響，京都大学防災研究所年報，48A，191，201（2005） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫，：新潟県中越地震による経

済変化の計量化，京都大学防災研究所年報，48B，117，124（2005） 
松田 曜子，糸谷 友宏，岡田 憲夫，：東海・東南海地震を

対象とした地域防災力診断アンケートの基礎的分析，京都大学

防災研究所年報，第48回B，（2005） 
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河田惠昭：災害時における企業防災の重要性，企業防災シンポ

ジウム報告書「大企業・中小企業がともに防災力を高める方策

とは」～関西域での「企業の事業計測計画(BCP)」結果を踏ま

えて～，8，23（2006） 
佐山敬洋，立川康人，寶 馨，：流出モデルの基準面積に関す

る研究，京都大学防災研究所年報，49，27，43（2006） 
Kobayashi Kenichiro，Takara Kaoru，Tachikawa Yasuto，Sayama 
Takahiro：Study on a methodology for making a community-based 
flood hazard map -Focusing on the analysis of the Yuragwa River 
Flood by Typhoon No. 23 in October 2004 using a Distributed 
Rainfall-Runoff Model-，京都大学防災研究所年報，49，155，162
（2006） 
矢守克也：ゲーミング技法を活用した地震・津波防災教育手法

の開発，京都大学防災研究所一般共同研究（17G-10）研究成果

報告書（CD-ROM版），（2006） 
赤松純平，西村敬一，北岡豪一，尾上謙介：生駒市生駒小瀬の

里温泉の地質学的・温泉水文学的調査研究，防災研究協会平成

17年度調査研究成果報告書，1，90（2006） 
矢守克也：京都市における観光客を中心とした災害避難の基本

方針（2005）年度京都市防災危機管理対策調査研究助成事業報

告書「緊急時における住民以外の人々の避難誘導のあり方に関

する研究」 財団法人大学コンソーシアム京都，8，19（2006） 
畑山満則，多々納裕一，川嶋健一，松本卓也：水害リスクコミ

ュニケーションのための参加者個別ハザードマップ作成シス

テムの開発，京都大学防災研究所年報，49B，119，129（2006） 
多々納裕一，土屋 哲，梶谷義雄，：ライフラインの機能損傷

が及ぼす経済被害の計量化に関する研究，京都大学防災研究所

年報，50B，143，154（2007） 
佐山敬洋，立川康人，平田智行，寶 馨：Real-Time Flood 
Forecasting Incorporating Kalman Filter with Bias Correction，バイ

アス補正を考慮するカルマンフィルタを導入した実時間流出

予測，京都大学防災研究所年報，50B，1，14（2007） 
岡田 憲夫，多々納裕一，畑山 満則，竹内 裕希子：洪水リ

スクマネジメントに関する研究，CREST 水の循環系モデリン

グと利用システム 社会変動と水循環の相互作用評価モデル

の構築 成果報告シンポジウム，（2007） 
APIP，Takahiro SAYAMA，Yasuto TACHIKAWA，Kaoru 
TAKARA：The spatio-temporal predictions of 
rainfall-sediment-runoff based on lumping of a physically-based 
distributed model，"Annuals of Disas. Prev. Res. Inst.， Kyoto Univ."，
B，50，（2007） 
Le MINH NHAT，Yasuto TACHIKAWA，Takahiro SAYAMA，Kaoru 
TAKARA：Regional rainfall intensity-duration-frequency 
relationships for ungauged catchments based on scaling properties，
"Annuals of Disas. Prev. Res. Inst.， Kyoto Univ."，B，50，（2007） 
 
 
講義・講演会テキスト 
鈴木祥之：伝統構法木造建物の耐震性について，同志社ハリス

フォ－ラム「伝統と自然に学ぶ京都の防災と市民力」，1，18
（2005） 
鈴木祥之：わが国の伝統的木造寺院建築は地震に強いか，福山

大学ハイテク・リサーチ・センター公開講座，1，10（2005） 
鈴木祥之：伝統構法木造建物の耐震性能評価実験－東三河伝統

民家耐震調査実験－、『木』の力を探る－構造編－，NPO木の

建築フォラム，63，72（2005） 
河田惠昭：都市地震災害過程のモデル化と総合的な損失の定量

化（2005）第19回「大学と科学」公開シンポジウム講演収録集 

ここまで進んだ日米の都市地震防災，120，132（2006） 
河田惠昭：津波被害と減災戦略計画，波となぎさ 第9回海岸

シンポジウム「防災の意識と災害の知識が命を守る」，30，32
（2006） 
河田惠昭：巨大災害に備えて～地域における危機管理体制のあ

り方～，1，30（2006） 
河田惠昭：市町村の危機管理，翔，9，1，10（2006） 
河田惠昭：津波被害と減災戦略，第９回海岸シンポジウム「防

災の意識と災害の知識が命を守る」，6，21（2006） 
河田惠昭：山口県で起こる災害と減災，やまぐち防災シンポジ

ウム みんなで育てよう！防災文化，11，31（2006） 
河田惠昭：電気共同研究，4，61，1，24（2006） 
河田惠昭：あなたはどう備えますか？地震と洪水に!，オムロ

ン文化フォーラム，89，3，47（2006） 
河田惠昭：ハリケーン・カトリーナ災害，第33回 海洋工学パ

ネル，58，62（2006） 
林 春男：都市の安全はどのように評価されているのか（2005）
第19回「大学と科学」公開シンポジウム講演収録集 ここまで

進んだ日米の都市地震防災，144，161（2006） 
林 春男：なぜ、災害発生直後に情報が大切なのか。，中越地

震から1年-「地震防災フォーラム その時、情報はどう活かさ

れたか，2，8（2006） 
鈴木祥之：伝統構法木造建物の耐震設計・耐震補強，「新・木

造の家」講演会、特定非営利活動法人 森林をつくろう，14，
24（2006） 
鈴木祥之：木造建物を耐震補強する－耐震性能と補強方法－，

日本地震工学会セミナー「実例で示す木造建物の耐震補強と維

持管理」，27，40（2007） 
鈴木祥之：伝統建築物の耐震技術とその最新動向，大阪商工会

議所第５回建設・建材部会講演会，1，16（2007） 
鈴木祥之：伝統構法木造建物のE-ディフェンス震動台実験，日

本伝統建築技術保存会会報，7，11（2007） 
Suzuki Yoshiyuki：Seismic Reinforcement of Traditional Wooden 
Buildings，"Taiwan-Japan Workshop on Repairs of Traditional 
Wooden Buildings， Taichung， Taiwan"，1，84（2007） 
鈴木祥之：伝統的木質構造物の耐震性能と耐震診断，財団法人

建築研究協会講演会「文化財建造物の耐震診断と維持管理技術

の最前線」，1，12（2007） 
鈴木祥之：伝統木造建物の耐震性と耐震改修について，環境共

生技術研究会平成19年度第1回例会記念講演会，1，11（2007） 
Katsuya Yamori：Participatory capacity building method: 
Communicative survey and disaster risk gaming “CROSSROAD 
GAME”: Case study in Japan，"International Center for Theoretical 
Physics Workshop on the physics of tsunami: Hazard， assessment 
methods， and disaster risk management"，（2007） 
Katsuya Yamori：Audience participatory work study: CROSSROAD 
GAME，"nternational Center for Theoretical Physics Workshop on 
the physics of tsunami: Hazard， assessment methods， and disaster 
risk management"，（2007） 
Katsuya Yamori：Paricipatory earthquake disaster reduction 
paracices in Japan.，University of London Earthquake People 
Interaction Centre Seminar，2008 
 
 
新聞・雑誌記事 
林 春男：いのちを守る地震防災学，園の輪，131，5，5（2005） 
林 春男：一人の犠牲者も出さないために何ができるか-「い

のちを守る地震防災」とGISの役割-，GIS NEXT，12，15（2005） 
林 春男：人間は社会的な存在である，CFK NETWORK，19，
2，2，19（2005） 
林 春男：「美しく・わかりやすく・役に立つ防災マップ」の

作戦-京都市防災マップの挑戦-，月刊消防，11，27，68，74（2005） 
林 春男：時代とともに変化する「避難」の考え方，公園緑地，

4，66，18，20（2005） 
林 春男：被害全体の早期把握こそ再建を早める基盤となる-
阪神の教訓が生きた、中越地震での業務支援-，PREVENTION，

10，11，11（2005） 
林 春男：災害ボランティアの活動環境整備の検討-ボランテ

ィア・コーディネーションを中心に-，地域政策研究，33，16，
27（2005） 
多々納裕一：小さいながらも存在感のある町と人々，WALK，

19，（2005） 
河田惠昭：変貌する災害の防災・減災学  情報複合災害となっ

たハリケーン「カトリーナ」災害，積算資料，13，16（2006） 

- 355 -



河田惠昭：変貌する災害の防災・減災学  平成の豪雪災害，積

算資料，27，28（2006） 
河田惠昭：変貌する災害の防災・減災学  減災戦略，積算資

料，13，16（2006） 
河田惠昭：21世紀COE道場-最先端研究を歩く⑧京都大学，論

座，176，179（2006） 
林 春男：災害対策とデザイン，AXIS，126，24，28（2006） 
林 春男：防災研究の枠組みの変化-社会現象としての災害の

学理究明と、その成果に基づく効果的な減災の推進に向けて-，
減災，1，28，35（2006） 
林 春男：GISによる災害対応支援はこれからが本番，先端測

量技術 国土管理・空間計測シンポジウム特集，91，2，5（2006） 
林 春男：一元的な危機管理体制の確立を，FUTURE DESIGN，

6，4，5（2006） 
林 春男：防災とGISについて，特別講演セミナー「防災とGIS」，
（2006） 
河田惠昭：自然災害の新しい脅威と災害対応の課題，月刊フェ

スク，312，4，9（2007） 
河田惠昭：防災，imidas 2007， 657，661（2007） 
河田惠昭：東南海地震災害と警察官の心構え，警察の友，455，
3，6（2007） 
河田惠昭：巨大地震最新シミュレーション 迫り来る東海・東

南海・南海地震を徹底検証，Newton，3，27，14，27（2007） 
河田惠昭：対策の今後の視点，港湾，6，6，7（2007） 
河田惠昭：地震などの巨大災害の減災について，けんざい2007，
213，6，8（2007） 
河田惠昭：大阪はハリケーンカトリーナの被災地と同じ地形条

件だ，you・you淀川大和川スーパー堤防広報誌，58，1，4（2007） 
河田惠昭：正しい理解でユビキタス減災社会を，建設資材情報，

55（2007） 
林春男：新潟県中越沖地震が地域防災に提起するもの-被災者

の無力感を取り除くために-，改革者 平成19年10月号，10，
48，48，51（2007） 
林春男：主張今こそ「防災教育」を！「大災害」に勝つ子供を

こうして育てろ，THEMIS，3，17，88，89，2008 
 
 
講演会概要集 
高玉潔，仲麻友子，矢守克也："ゲーミングを通した防災教育

実践（Ⅱ） 
－和歌山県立橋本高校での試み－ 
"，第52回日本グループ・ダイナミックス学会大会発表論文集，

56，57（2005） 
矢守克也，山中茂樹，唐沢かおり，菅磨志保，浦野愛："阪神・

淡路大震災から10年－神戸から何が伝えられ、どのように受け

とめられたのか－  
"，第52回日本グループ・ダイナミックス学会大会発表論文集，

4（2005） 
矢守克也，仲麻友子，高玉潔："ゲーミングを通した防災教育

実践（Ⅰ） 
－和歌山県立橋本高校での試み－"，第52回日本グループ・ダ

イナミックス学会大会発表論文集，54，55（2005） 
やまだようこ，溝上慎一，徳田治子，石井宏典，松島恵介，能

智正博，矢守克也，：質的心理学の方法論（1）－「語る」身体

の「語り」を掬う．第16回日本発達心理学会大会発表論文集，

（2005） 
高木光太郎，大橋靖史，山本登志哉，古山宣洋，矢守克也：デ

ィスコミュニケーション分析の方法と可能性，第16回日本発達

心理学会大会発表論文集，（2005） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫：新潟中越地震による経済被

害の計量化の枠組み，土木学会第31回土木計画学研究発表会

（春大会)，CDROM，（2005） 
Yoko Matsuda，Norio Okada：Capability of urban diagnostic survey 
for community preparedness and disaster risk management，The 5th 
IIASA-DPRI Forum，（2005） 
Hirokazu Tatano：Some issues of Disaster Risk Governance: 

Focusing on Inter-Dependence of Infrstructures，"The General 
Meeting of International Risk Governance Council， Beijing， China
（招待講演）"，（2005） 
Hirokazu Tatano：A Framework for Estimating Transportation 
Network Disruption Losses Caused by an Earthquake ，The 52nd 
Annual North American Meetings of the Regional Science 
Association International，1，7（2005） 
林春男，堀江啓，重川希志依，田中聡，沖村孝，鳥居宣之，牧 

紀男，吉富望：新潟県中越地震による小千谷市の建物被害分布

に関する一考察，第24回日本自然災害学会学術講演会講演概要

集，（2005） 
Tanaka Takeyoshi："On expected role of center for fire science and 
technology of Tokyo University of Science， Evolution of Research， 
Education and Technology for Science in the 21 Century"，"Proc. of 
2nd Int’l Symp.， The 21st COE program “Center of Advanced Fire 
Safety Science and technology for Buildings"，42，52（2005） 
"Cruz， A. M."，Norio Okada：Raped Assessment Tool for Diagnosis 
of  Natech Risk in Urban Areas，14th SRA Europe Annual Meeting，
（2005） 
梶谷義雄，多々納裕一：災害時の複数供給系ライフライン途絶

による住民への経済影響の調査，土木学会計画学研究・講演集，

CDROM，32，（2005） 
吉川肇子，矢守克也，網代剛，防災ゲーム研究会，：防災ゲー

ムの新展開，日本シミュレーション＆ゲーミング学会全国大会

論文報告集，（2005） 
畑山満則：災害調査データ共有のための時空間アプリケーショ

ンスキーマの提案，地理情報システム学会講演論文集，14，479，
484（2005） 
吉川耕司，畑山満則：災害対応のための情報システムのあり方

に関する検討，土木計画学研究・講演集，31，（2005） 
畑山満則：シミュレーション技術を用いた震災リスク・コミュ

ニケーションに関する考察，FIT2005 情報科学技術フォーラム

講演論文集，（2005） 
大西尭，石川貴一朗，目黒淳一，瀧口純一，畑山満則，橋詰匠：

屋外環境下で用いる自律移動システムに関する研究 （第38報 
移動ロボットによる環境情報を用いた時空間GISへのリアルタ

イム更新），ロボティクス・メカトロニクス講演会'05，（2005） 
畑山満則，吉川耕司：情報処理システムを用いた災害対応支援

に関する考察，土木計画学研究・講演集，32，（2005） 
川嶌健一，多々納裕一，畑山満則：コミュニティレベルの水害

リスクコミュニケーション支援システムの開発，土木計画学研

究・講演集，32，（2005） 
畑山満則：自治体における高度な情報処理システム導入プロセ

スに関する考察，情報処理学会研究報告（2005）-IS，（2005） 
大西尭，石川貴一朗，目黒淳一，畑山満則，瀧口純一，天野嘉

春，橋詰匠，：屋外環境下で用いる自律移動システムに関する

研究 （第42報モービルマッピングシステムによる被災地の状

況把握），計測自動制御学会システムインテグレーション部門

学術講演会SICE SI2005 講演論文集，（2005） 
Kikkawa Toshiko，Yamori Katsuya：Learning Disaster Preparedness 
and Response through Gaming Simulation，Proceedings of Third 
International Conference on Urban Earthquake Engineering，（2005） 
矢守克也：防災教育の新しいかたち－４つのキーワードととも

に－，日本自然災害学会第24回学術講演会講演概要集，（2005） 
吉川肇子，矢守克也，網代剛，：「クロスロード：市民編」の開

発と実践，日本自然災害学会第24回学術講演会講演概要集，

（2005） 
吉川肇子，矢守克也，水村淳一，田和淳一，網代剛：防災ゲー

ム「ぼうさいダック」の開発，第7回災害情報学会抄録集，（2005） 
矢守克也：防災安全論（下）－〈１年〉・〈10年〉・〈100年〉の

防災－，第46回社会心理学会大会発表論文集，（2005） 
矢守克也：ワーチとグループ・ダイナミックス－「習得」と「専

有」のグループ・ダイナミックス風換骨奪胎－ ，第69回日本

心理学会発表論文集，（2005） 
矢守克也：〈典型性・純粋化〉の論理と機能－防災活動に見る

詩的表現－ ワークショップ「詩的表現の語りの力－質的心理

学の方法論（２）」，第69回日本心理学会発表論文集，（2005） 
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矢守克也：喪失＝不在の語りに宿る〈共同〉性，第２回質的心

理学会アブストラクト集，（2005） 
Kawata Yoshiaki，Suzuki Shingo，Koshimura Shunichi，：A 
Probabilistic Method for Evaluation of Tsunami Disaster Reduction 
Systems，International Conference on Urban Disaster Reduction，1，
（2005） 
梶谷義雄，多々納裕一：Estimation of Willingness-to-pay to Avoid 
Lifeline Disruptions under a Disaster，"52nd Annual Meeting of 
Regional Science Association International (Las Vegas)， Working 
Paper"，（2005） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫，：SCGEモデルによる地震災

害の経済的影響評価に関する研究，土木学会第32回土木計画学

研究発表会（秋大会），CDROM，（2005） 
Chennat Gppalakrishnan，Norio Okada：Implementation Science and 
its Integration into Research and Higher Education: The Role of 
Field Campus and Case Stations，WCDR，（2005） 
Suman Ranjan Sensarma，Norio Okada："Modeling the Mountainous 
Community Disaster Mitigation Conflict: A Case Study of Ichinose 
Community， Tottori Prefecture， Japan"，"Fifth Annual 
IIASA-DPRI Forum Integrated Disaster Risk Management， Beijing 
Normal University， Web，"，（2005） 
中野一慶，多々納裕一，藤見俊夫，梶谷義雄，土屋 哲：2004
年新潟県中越地震における産業部門の経済被害推計に関する

研究，土木計画学研究・講演集，CDROM，34，（2006） 
赤松純平，中村佳重郎，西村敬一，駒澤正夫：大阪盆地北東部

の３D基盤構造による地震動増幅域，第25回日本自然災害学会

学術講演会講演概要集，45，46（2006） 
Tanaka Takeyoshi，Yamaguch Junichi ："A Consideration on 
Determination of Design Fire Based on Fire Risk Concept， Fire 
Science and Technology"，Tokyo University of Science，2，25，115，
132（2006） 
Suzuki Keiichi，Tanaka Takeyoshi，Harada Kazunori，："Tunnel Fire 
Simulation Model with Multi-Layer Zone Concept， Risk and fire 
engineering for tunnels， stations， and linked underground spaces 
"，"International Conference， Tunnel Management International"，
193，202（2006） 
川嶌健一  ，多々納裕一，畑山満則，：地域コミュニティを対

象とした水害リスクコミュニケーション支援システムの開発，

第68回情報処理学会全国大会講演論文集，（2006） 
Robert Bajek，Norio Okada：Why people do or do not carry out ，
"International Disaster Reduction Conference， Davos Switzerland"，
（2006） 
Robert Bajek，Norio Okada：The Q ? Methodology approach to 
characterization of the attitudes and behaviors toward furniture，京都

大学防災研究所年報，49，167，172（2006） 
H. Asama，Y. Hada，I. Noda，O. Takizawa，J. Meguro，K. Ishikawa，
T. Hashizume，T. Ohga，M. Hatayama，F. Matsuno，S. Tadokoro：
Rescue Infrastructure for Global Information Collection，Proc. of 
SICE - ICASE International Joint Conference 2006 (SICE - ICCAS 
2006)，（2006） 
川嶌健一，多々納裕一，畑山満則，：地域コミュニティを対象

とした水害リスクコミュニケーション支援システムの開発，第

68回情報処理学会全国大会講演論文集，（2006） 
飯澤諒，目黒淳一，石川貴一朗，瀧口純一，畑山満則，野田五

十樹，天野嘉春，橋詰匠：屋外環境下で用いる自律移動システ

ムに関する研究（第45報 自動計測システムを用いた継続的な

被災情報の収集），ロボティクス・メカトロニクス講演会'06，
（2006） 
飯澤諒，目黒淳一，瀧口純一，畑山満則，野田五十樹，橋詰匠：

レスキューシステムを用いた被災情報の地理情報システムへ

の集約，第16回インテリジェント・システム・シンポジウム

（FANシンポジウム），（2006） 
Jun-ichi Meguro，Kiitirou Ishikawa，Takumi Hashizume，Itsuki Noda，
Michinori Hatayama：Disaster Information Collection by 
Cooperation of Rescue System and Geographic Information System，

Proc. of The 4th International Symposium for DDT Project，（2006） 
Hajime Asama，Yasushi Hada，Kuniaki Kawabata，Itsuki Noda，

Osamu Takizawa，Jun-ichi Meguro，Kiitirou Ishikawa，Takumi 
Hashizume，Tomowo Ohga，Michinori Hatayama，Fumitoshi 
Matsuno，Satoshi Tadokoro，：Introduction of Mission Unit for 
Rescue System Infrastructure in Special Project for Earthquake 
Disaster Mitigation in Urban Areas，Proc. of The 4th International 
Symposium for DDT Project，（2006） 
Shigeru Kakumoto，Yukio Kosugi，Michinori Hatayama，Ma. 
Leonila P.Bautista，Toshihiro Urayama：Implementation of 
Risk-Adaptive Regional Management Information System based on 
Each Culture - Collaborative Research with Manila and Other Asian 
Countries -，Proc. of ASIA GIS 2006 International Conference，
（2006） 
Hajime Asama，Yasushi Hada，Kuniaki Kawabata，Itsuki Noda，
Osamu Takizawa，Jun-ichi Meguro，Kiitirou Ishikawa，Takumi 
Hashizume，Tomowo Ohga，Michinori Hatayama，Fumitoshi 
Matsuno，Satoshi Tadokoro，：Rescue Infrastructure for Global 
Information Collection，Proc. of SICE - ICASE International Joint 
Conference 2006 (SICE - ICCAS 2006)，（2006） 
矢守克也，吉川肇子，鈴木清史，：クロスロード－新バージョ

ンの開発とその意義－，第8回災害情報学会抄録集，65，70
（2006） 
吉川肇子，首藤由紀，細川顕司，矢守克也：防災教材「ぼうさ

い駅伝」の開発，第8回災害情報学会抄録集，（2006） 
吉川肇子，杉浦淳吉，矢守克也，網代剛：KEEP COOLを体験

しよう－環境政策ゲームによる教育の可能性－ ，日本シミュ

レーション&ゲーミング学会全国大会論文報告集2006年春号，

（2006） 
"Meyer， T"，"Stiehl， N"，吉川肇子，杉浦淳吉，矢守克也，

網代剛：教育におけるゲーム利用の可能性，日本シミュレーシ

ョン&ゲーミング学会全国大会論文報告集2006年春号，（2006） 
吉田 護，多々納裕一：性建築確認検査機関のインセンティブ

設計問題，第25回日本自然災害学会学術講演会，CDROM，

（2006） 
橋本一正，吉田 護，多々納裕一，：企業の災害リスク情報開

示における株主訴訟の役割に関する一考察，土木計画学研究・

講演，CDROM，34，（2006） 
Kajitani Yoshio，Tatano Hirokazu：Economic Impacts on Industrial 
Sector by Lifeline System Failure， Fifth Annual IIASA-DPRI 
Meeting on INTEGRATED DISASTER RISK 
MANAGEMENT(Istanbul)，（2006） 
中野一慶，多々納裕一，藤見俊夫，梶谷義雄，土屋 哲：新潟

県中越地震における産業部門の経済被害推計，土木学会第61
回年次学術講演会講演概要集，CDROM，（2006） 
Tatano Hirokazu，Fujimi Toshio，Nakano Kazuyoshi，Kajitani Yoshio，
Tsuchiya Satoshi：How To Avoid Double Counting Economic Losses 
of Disaster?，"Sixth DPRI-IIASA Forum on Integrated Disaster Risk 
Management， Risk and Challenges for Business and Industry， 
Istanbul， Turkey"，（2006） 
Tatano Hirokazu，Nakano Kazuyoshi，Fujimi Toshio，Tsuchiya 
Satoshi：Measuring Economic Impact of a Disaster in Industrial 
Sectors: How to aggregate industrial losses across sectors in the 
regional economy? ，"53rd Annual North American Meetings of the 
Regional Science Association International， Tronto"（2006） 
中野一慶，多々納裕一，藤見俊夫，畑山満則：新潟中越地震に

おける産業被害推計に関する研究，平成18年度土木学会関西支

部学術講演会講演概要集，CDROM（2006） 
中野一慶，多々納裕一，藤見俊夫，梶谷義雄，土屋 哲：新潟

県中越地震における県内事業所の経済被害推計，第25回日本自

然災害学会学術講演会講演概要集，131，132（2006） 
多々納裕一，藤見俊夫，梶谷義雄，土屋 哲，中野一慶：総合

的な災害リスク管理施策評価のための被害計量化の考え方，第

1回 防災計画研究発表会（2006） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫，：ライフライン途絶抵抗係

数を用いた地震時の企業生産における代替性とレジリエンシ

ーに関する研究，第25回日本自然災害学会年次学術講演会概要

集，133，134（2006） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫，：地震災害によるライフラ
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イン途絶の産業への影響に関する一考察，土木学会第34回土木

計画学研究発表会（秋大会），CDROM，（2006） 
Tanaka Takeyoshi：AIJ Recommendations on Performance-Based 
Fire Safety Design of Buildings，6th Int’l Conference on 
Performance-Based Codes and Fire Safety Design Methods（2006） 
Yamaguchi Jun-ichi，Takeyoshi Tanaka：Selection of Design Fire 
Scenarios in Performance Based Fire Safety Design of Buildings，
"6th Int’l Conference on Performance-Based Codes and Fire Safety 
Design Methods， Tokyo"（2006） 
岡田 憲夫，多々納 裕一，畑山 満則，竹内 裕希子：洪水

リスクマネジメントに関する研究，CREST 水の循環系モデリ

ングと利用システム 社会変動と水循環の相互作用評価モデ

ルの構築 成果報告シンポジウム，34，39（2006） 
Chunyang He，Norio Okada，Qiaofeng Zhang，Peijun Shi：
Understanding Beijing’s dilemma by coupling cellularautomata 
model and system dynamic model，"International Young 
Scientists’Global Change Conference， Beijing， P.R.China， 
November 5-8"，96，96（2006） 
徐偉，岡田 憲夫，竹内 裕希子，梶谷義雄：Developing 
evaluation indicator for disaster shelter planning from the viewpoint 
of local people，"The Sixth DPRI-IIASA Forum on Integrated 
Disaster Risk Management took place August 13-17， 2006 in 
Istanbul， Turkey， Web"，（2006） 
Robert Bajek，Norio Okada："Furniture fastening for earthquake 
preparedness in Japan. Experts vs. Non-experts discourses - 
Q-method approach. Case study: Osaka Prefecture， Kishiwada City， 
Japan."，"The Sixth DPRI-IIASA Forum on Integrated Disaster Risk 
Management took place August 13-17， 2006 in Istanbul， Turkey， 
Web"，（2006） 
矢守克也：災害としての他者－防災ゲーム「クロスロード」の

意味－，第47回日本社会心理学会発表論文集，212，213（2006） 
吉田 護，多々納裕一：耐震改修を促進させるための性能照査

型契約に関する基礎的研究，土木計画学研究・講演集，CDROM，

33，（2006） 
吉田 護，多々納裕一：性能照査を用いた耐震改修契約に関す

る理論的研究，平成18年度土木学会全国大会関西支部第61回年

次学術講演会，CDROM，（2006） 
矢守克也，吉川肇子，武川真理，：クロスロード質問紙版のデ

ータ分析，第25回日本自然災害学会学術講演会講演概要集，151，
152（2006） 
吉川肇子，矢守克也，防災ゲーム研究会，：「ぼうさい駅伝」の

開発，日本シミュレーション&ゲーミング学会2006年秋期大会

発表論文集（2006） 
矢守克也：アクション・リサーチの新展開，第53回日本グルー

プ・ダイナミックス学会大会発表論文集（2006） 
矢守克也：語りとアクション・リサーチ（その１）－

Decision-makingとSense-making－，第53回日本グループ・ダイ

ナミックス学会大会発表論文集，212，213（2006） 
中野一慶，多々納裕一：企業の被災による経済被害の整合的評

価方法に関する一考察：開放経済下の経済成長モデルを用いて，

土木計画学研究・講演集，CDROM，35（2007） 
中野一慶，多々納裕一，梶谷義雄，土屋 哲，藤見俊夫：新潟

県中越地震における産業部門の復興過程調査，平成19年度土木

学会関西支部年次学術講演会講演概要集，CDROM（2007） 
東田光裕，牧紀男，林春男，：避難住民への情報提供システム

の構築―今月の三宅島プロジェクト―，地域安全学会梗概集，

20，91，94（2007） 
河田惠昭，小鯛航太，鈴木進吾，平山修久：東南海・南海地震

発生時の津波廃棄物発生量の推定手法に関する研究，廃棄物学

会研究発表会講演論文集， 18（2007） 
畑山満則，川嶌健一，多々納裕一，：多重仮想時間軸を持つ時

空間データベースを用いた水害リスクコミュニケーション支

援ツールの開発，地理情報システム学会講演論文集，16，203，
206（2007） 
鈴木太郎，目黒淳一，天野嘉春，橋詰匠，佐藤幸一，瀧口純一，

畑山満則，：小型自律飛行ロボットと時空間GISの活用による防

災システムの構築，地理情報システム学会講演論文集，16，179，

182（2007） 
畑山満則，川嶌健一，多々納裕一，：住民参加型水害リスク・

コミュニケーション支援システムの開発と有効性の検証，情報

処理学会研究報告書2007-IS-102，85（2007），37，44（2007） 
畑山満則，松野文俊：被災建造物内の情報収集システムの基盤

となる地理情報システムに関する考察，計測自動制御学会シス

テムインテグレーション部門学術講演会SI2007 講演論文集

（2007） 
吉田 護，橋本一正，多々納裕一，：訴訟リスクを考慮した経

営者の情報開示及び防災投資行動に関する一考察，土木計画学

研究講演集，CDROM，35（2007） 
吉田 護，多々納裕一：建築確認検査機関によるモラルハザー

ドと検査結果依存型支払いスキームに関する一考察，平成19
年度土木学会全国大会第62回年次講演会，CDROM（2007） 
吉田 護，多々納裕一：建築確認検査機関の信頼性確保のため

の報酬スキームに関する一考察，土木計画学研究・講演集，

CDROM，36（2007） 
梶谷義雄，多々納裕一，中野一慶，：災害時における企業の減

災行動のモデル化に関する基礎的研究，土木学会計画学研究・

講演集，CDROM，35（2007） 
Tatano Hirokazu，Nakano Kazuyoshi：Assessing Economic Impacts 
of a Major Earthquake in Japan: Case Study of 2004 Niigata Chuetsu 
Earthquake ，"Seventh IIASA-DPRI Forum on Integrated Disaster 
Risk Management， Coping with Disasters: Global Challenge for the 
21st Century and Beyond， Stresa， Lago Maggiore， Italy"（2007） 
土屋 哲，多々納裕一，岡田憲夫，：地震時のライフライン途

絶に対する地域レジリエンシーと被害評価，土木学会第35回土

木計画学研究発表会（春大会），CDROM（2007） 
Tsuchiya Satoshi，Tatano Hirokazu，Okada Norio，：Economic 
Impact of Earthquakes: Damage of Lifeline Utilities and Industrial 
Resiliency，54th Annual North American Meetings of the Regional 
Science Association International ，1，14（2007） 
Himoto Keisuke，Takeyoshi Tanaka，Sekizawa Ai，：Simulation of 
Fire Spread in the Sakata Fire and Involved Fire Fighting Activities，
7th Asia-Oceania Symposium on Fire Science & Technology（2007） 
Nasuno Akiko，Tanaka Takeyoshi，Tsuburaya Shin-ichi，：Evacuation 
Behaviors of Residents in the 1934 Hakodate Fire Using Computer 
Simulation，7th Asia-Oceania Symposium on Fire Science & 
Technology，（2007） 
Suzuki Kenichi，Tanaka Takeyoshi，Harada Kazunori，：Computation 
of Smoke Spread in a Building Fire by Multi-Layer Zone Model，7th 
Asia-Oceania Symposium on Fire Science & Technology（2007） 
Akizuki Yuki，Yamao Kohei，Tanaka Takeyoshi，：" Experimental 
Study on Walking Speed in Escape Route Considering Luminous 
Condition， Smoke Density and Evacuee’s Visual acuity"，7th 
Asia-Oceania Symposium on Fire Science & Technology（2007） 
Tanaka Takeyoshi，Yamaguchi Jun-ichi：Selection of Design Fires in 
Evacuation Safety Designs of Buildings Based on Fire Risk Concept，
7th Asia-Oceania Symposium on Fire Science & Technology（2007） 
Tanaka Takeyoshi：Overview of Performance-Based Design - In case 
of the Fire safety Design Method and Practices in Japan-， 7th 
Asia-Oceania Symposium on Fire Science & Technology（2007） 
Akimoto Yasuo，K. Ikuyo，Himoto Keisuke，Hokugo Akihiko，
Sugimoto Ryosuke，Tanaka Takeyoshi：Fire risk Assessment of 
Japanese Traditional Wooden District Based on Physics-Based 
Model for Urban Fire Spread / A Srudy on Effectiveness of Fire 
Fighting Activities of Community Residents in Kyoto Sanneizaka 
District，7th Asia-Oceania Symposium on Fire Science & 
Technology（2007） 
Katsuya Yamori：Disaster risk sense in Japan and gaming approach 
to risk communication.，The 7th DPRI-IIASA Forum on Integrated 
Disaster Risk Management（2007） 
矢守克也：映像がもたらす客観的視点とは－『羅生門』と『キ

ッチン・ストーリー』をめぐって－，第18回日本発達心理学会

発表論文集（2007） 
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学術誌 
矢守克也："災害の体験を語り継ぐ－「応答性」をめぐって－"，
教育心理学年報，18，19（2005） 
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抵抗構造（2） -九重と阿蘇の比較-，火山爆発のダイナミック

ス平成18年度研究成果報告書，5，41，46（2007） 
井口正人，平林順一，大倉敬宏：インドネシア国における火山

観測の予備調査―特にSemeru火山とGunturについて―，防災科

学技術研究所研究資料，304（2007） 
大見 士朗：A Database System and its Online Search Engine for 
Seismic Observation Data，微小地震観測データのデータベース

化とその検索システムの製作，京都大学防災研究所年報，B，
50，303，312（2007） 
平林順一，野上健治，大島弘光，井口正人，：火山ガス観測か

らみた口永良部島の活動状況，京都大学防災研究所年報，50，
359，364（2007） 
駒澤正夫，中村佳重郎，山本圭吾，井口正人，赤松純平：口永

良部島火山の重力異常―火山の密度による内部構造―，京都大

学防災研究所年報，50，343，348（2007） 
片尾浩，伊藤潔，中尾節郎，廣瀬一聖，西村和浩，福嶋麻佐代：

丹波山地直下の地殻深部反射面の探査?大大特による人工・自

然地震観測?，京都大学防災研究所年報，B，50，297，302（2007） 
上嶋 誠，小河 勉，山口 覚，村上 英記，藤 浩明，吉村 令慧，

大志万 直人，小山 茂，丹保 俊哉，歪集中帯地殻比抵抗研究

グループ：中部地方におけるネットワークＭＴ観測（第２報）

（2007）年ＣＡ研究会論文集，22，27（2007） 
山崎 健一，吉村 令慧，大志万 直人：北陸・近畿・中国にお

ける全磁力永年変化（４），京都大学防災研究所年報，48，269，
274（2007） 
井口正人，斎藤英二，為栗 健，Hetty Triastuty，山崎友也：（2006）
年口永良部島火山活動の評価，京都大学防災研究所年報，B，
50，349，358（2007） 
尾上謙介，梅田康弘，重富國宏，浅田照行，細 善信，近藤和

男：Observations of groundwater in areas reported with the 
anomalous change of water levels of wells prior to Showa Nankai 
Earthquake  - Construction of data set -，昭和南海地震前に井

水異常が報告された時点での地下水観測－データセットの構

築－，京都大学防災研究所年報，48，B，185，190（2005） 
重富國宏，梅田康弘，尾上謙介，浅田照行，細 善信，近藤和

男，辰己賢一：Well water decrease and ocean tide abnormality befor 
Nankai Earthquake found out by the literature and hearing 
investigation，資料・証言にみる南海地震前の井水涸れ及び異常

潮位，京都大学防災研究所年報，48，B，191，195（2005） 
森井 亙，重富國宏，尾上謙介，中村佳重郎，大谷文夫，細 善

信，和田安男：近畿地方の最近の地殻変動について，京都大学

防災研究所年報，B，48，197，201（2005） 
松尾成光，尾上謙介，重富國宏，森井 亙，浅田照行，細 善

信，高橋輝雄，石井 紘，：Trial manufacture of short span 
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strainmeter using a mechanical magnification system，メカニカル

拡大システムを用いた短スパンひずみ計の開発，京都大学防災

研究所年報，48，B，231，234（2005） 
西村和浩，中尾節郎，辰己賢一，三浦勉，平野憲雄，山崎友也，

冨阪和秀，福嶋麻沙代，吉田義則，細善信，松浦秀起，澁谷拓

郎，伊藤 潔，大見士朗，廣瀬一聖：大大特：紀伊半島におけ

る自然地震観測～観測システムとデータ処理の概要～，京都大

学防災研究所年報，48B，269，277（2005） 
伊藤 潔，梅田康弘，松村一男，澁谷拓郎，廣瀬一聖，上野友

岳，森下可奈子，伊藤谷生，平田 直，川中 卓，黒田 徹，

阿部 進，須田茂幸，斎藤秀雄，井川 猛：近畿圏における大

大特プロジェクトⅠの地下構造調査，京都大学防災研究所年報，

48B，243，258（2005） 
廣瀬一聖，伊藤 潔，森下可奈子，野口竜也，板場智史：大大

特・地殻構造探査における関連データのデータベース化とＧＩ

Ｓの利用，京都大学防災研究所年報，48B，259，268（2005） 
和田博夫，伊藤 潔，大見士朗，平野憲雄，森下可奈子：立山

カルデラにおける微小地震臨時観測，京都大学防災研究所年報，

223，229（2005） 
上野友岳，澁谷拓郎，伊藤 潔：Underground structure in 
Southwest Japan derived from a receiver function analysis．，レシー

バ関数解析による西南日本の地下構造，京都大学防災研究所年

報，48B，235，242（2005） 
"Watanabe， Kunihiko"，Umeda Yasuhiro，Ito Kiyoshi ，Hashimoto 
Manabu，Mori James，Shibutani Takuo，Noguchi Tatsuya：A 
comprehensive and effective earthquake information system: 
Contributions to earthquake hazard mitigation for local government 
(2)，京都大学防災研究所年報，48C，25，29（2005） 
竹内文朗，中村佳重郎，松村一男，渡辺邦彦，：山崎断層系に

おける岩石密度の測定，京都大学防災研究所年報，48B，175，
183（2005） 
Watanabe Kunihiko，Umeda Yasuhiro，Ito Kiyoshi，Hashimoto 
Manabu，Mori James Jiro，Shibutani Takuo，Noguchi Tatsuya：A 
Comprehensive and Effective Earthquake Information System: 
Contributions to Earthquake Hazard Mitigation for a Local 
Government(2)，"Annuals of the Disaster Prevention Research 
Institute， Kyoto University"，48C，25，29（2005） 
伊藤 潔：地震発生層の深さ分布と活断層のセグメンテーショ

ンとの関係，京都大学防災研究所年報，49B，227，238（2006） 
和田博夫，伊藤 潔，大見士朗，平野憲雄，平松良浩，中山和

正，歪集中帯大学合同地震観測グループ：白山火山付近の顕著

な群発地震活動，京都大学防災研究所年報，49B，289，295（2006） 
西村和浩，中尾節郎，三浦 勉，辰己賢一，平野憲雄，山崎友

也，加茂正人，冨阪和秀，吉田義則，松浦秀起，澁谷拓郎，伊

藤 潔，片尾 浩，廣瀬一聖，森下可奈子：大大特Ⅰ：近畿地

方縦断自然地震観測，京都大学防災研究所年報，49B，297，306
（2006） 
渡辺邦彦，岡本拓夫，：北陸観測所坑道内における地電位差観

測（序報），京都大学防災研究所年報，49B，221，226（2006） 
Watanabe Kunihiko，Hashimoto Manabu，Noguchi Tatsuya，Hirano 
Norio，Mori James Jiro：A Comprehensive and Effective Earthquake 
Information System: Contributions to Earthquake Hazard Mitigation 
for a Local Government(3)，"Annuals of the Disaster Prevention 
Research Institute， Kyoto University"，49C，55，59（2006） 
Yokoo Akihiko，Ishihara Kazuhiro，：Some characters of volcanic 
pressure waves derived from video images，"Annuals of Disaster 
Prevention Research Institute， Kyoto University"，49C，219，224
（2006） 
福嶋麻沙代，石原和弘，：Debris Flows at Sakurajima: its 
Relationship with Rainfall and Volcanic Activity，桜島火山の土石

流発生と降雨および火山活動との関係 ，京都大学防災研究所

年報（2006） 
浅田照行，梅田康弘，辰己賢一，重富國宏，木村昌三，川谷和

夫，大村誠："The observation of interface between seawater and 
fresh water in Saga  Kurosiocho， Kochi Prefecture"，高知県黒潮

町佐賀における海水･淡水境界面の観測，京都大学防災研究所

年報，50，B ，321，325（2007） 

西村和浩，辰己賢一，中尾節郎，三浦 勉，山崎友也，澤田麻

沙代，加茂正人，冨阪和秀，米田 格，吉田義則，松浦秀起，

澁谷拓郎，伊藤 潔，片尾 浩，大見士朗："Observation of 
Earthquakes for Crust and Upper Mantle Structures in the Kinki 
District， Japan"，大大特：近畿地方における地下構造調査のた

めの自然地震観測，京都大学防災研究所年報，50，B（2007） 
 
 
講義・講演会テキスト 
川崎一朗：南海・東南海地震の予知研究の新たな地平をめざす，

京都大学防災研究所公開講座(第16回)，15，24（2005） 
岩田知孝，浅野公之：震源過程から見た特徴 2007年能登半島

地震の解明を目指して，第35回地盤震動シンポジウム論文集，

7，12（2007） 
岩田知孝，浅野公之，白坂光行：強震動と震源過程2007年新潟

県中越沖地震災害調査報告会資料集，5，8（2007） 
竹内文朗，中村佳重郎，松村一男，渡辺邦彦：山崎断層での石

の密度と重力，日本地震学会講演予稿集 
 
 
新聞・雑誌記事 
川崎一朗：地震予知の可能性，聖教新聞2006年5月11日（2006） 
梅田康弘：地震活動の活発化と静穏化の原因，京都新聞（2005） 
梅田康弘：地震直前，井戸水がかれた 「予知」の糸口を探る

上，毎日新聞（2005） 
梅田康弘：京都府内の活断層評価，京都新聞（2005） 
梅田康弘：精神的・経済的負担の覚悟必要 「予知」の糸口を

探る下，毎日新聞（2005） 
梅田康弘：スマトラ沖の巨大地震，京都新聞（2005） 
 
 
講演会概要集 
神田 径，田中良和，宇津木 充，高倉伸一，井上寛之，中坊 

真，日浦 一，森 健彦，吉川 慎，後藤秀作，長谷中利昭，

重野伸昭，岡田靖章，山口慎司，酒井俊輔，藤本悠太：蓄熱中

の火山の比抵抗構造，火山爆発のダイナミックス平成16年度研

究成果報告書，73，76（2005） 
橋本学，尾上謙介，大谷文夫，細善信，藤田安良，佐藤一敏，

瀬川紘平：紀伊半島ヒンジラインGPS観測：プレート間カップ

リングと2004年紀伊半島南東沖地震，京都大学防災研究所年報，

B，48，157，166（2005） 
井口正人，平林順一，八木原寛，森健彦，及川光弘："諏訪之

瀬島火山噴火に伴う表面現象と地震動の関係，火山爆発のダイ

ナミックス"，火山爆発のダイナミックス，科学研究費補助金・

特定領域研究(領域代表：井田喜明)平成16度研究成果報告書，

62，65（2005） 
平林順一，及川光弘，井口正人，八木原寛，森健彦，篠原宏志：

諏訪之瀬島における爆発と火山ガスの蓄積，火山爆発のダイナ

ミックス，科学研究費補助金・特定領域研究(領域代表：井田

喜明)平成16度研究成果報告書，45，48（2005） 
為栗 健，井口正人：爆発地震の引き波の解析から見た爆発的

噴火の力学過程，火山爆発のダイナミックス，科学研究費補助

金・特定領域研究(領域代表：井田喜明)平成16度研究成果報告

書，49，53（2005） 
八木原寛，平野舟一郎，井口正人，為栗 健，Takayama Tetsuro，
森健彦，大倉敬宏，吉川慎：諏訪之瀬島火山の活動領域につい

て推定した3次元地震波速度モデル，および火山性地震の発生

位置，火山爆発のダイナミックス，科学研究費補助金・特定領

域研究(領域代表：井田喜明)平成16度研究成果報告書，66，70
（2005） 
綿田辰吾，及川純，井口正人，八木原寛：諏訪之瀬島火山の空

振記録，火山爆発のダイナミックス，科学研究費補助金・特定

領域研究(領域代表：井田喜明)平成16度研究成果報告書，71，
72（2005） 
斉藤英二，井口正人，篠原宏志：口永良部島火山におけるGPS
連続観測―2004年4月～2005年3月―，京都大学防災研究所年報，
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48B，349，352（2005） 
為栗健，Sukir Maryanto，井口正人：桜島火山におけるハーモ

ニック微動のモーメントテンソル解，京都大学防災研究所年報，

48B，323，328（2005） 
井口正人，山本圭吾，橋本武志，筒井智樹，田中 聡，鬼澤真

也，青木陽介，渡辺俊樹，大倉敬，清水 洋，八木原寛，宮町

宏樹，平松秀行，為栗 健，高山鉄朗：口永良部島火山におけ

る人工地震探査―探査の概要と初動の走時について―，京都大

学防災研究所年報，48B，297，322（2005） 
Sukir Maryanto，Iguchi Masato，Tameguri Takeshi："Spatio-temporal 
characteristics on spectra and particle motion of harmonic tremors at 
Sakurajima volcano， Japan"，"Ann. Disast. Prev. Res. Inst.， Kyoto 
Univ."，48B，329，339（2005） 
西上欽也，儘田豊：2004年新潟県中越地震の震源域における不

均質構造の推定―散乱波および断層トラップ波の解析―，京都

大学防災研究所年報，48B，133，142（2005） 
宇都浩三，味喜大介，NGUYEN Hoang，周藤正史，福島大輔，

石原和弘：桜島火山マグマ化学組成の時間変化，京都大学防災

研究所年報，48B，341，347（2005） 
吉村 令慧，宇都 智史，大志万 直人：花折・琵琶湖西岸断

層系周辺の電気比抵抗構造(序報)，京都大学防災研究所年報，

B，48，143，148（2005） 
Miyazawa Masatoshi，Mori Jim：Historical maximum seismic 
intensity maps in Japan from 1586 to 2004: Construction of database 
and application，防災研年報，48C，133，142（2005） 
大志万 直人，吉村 令慧，上嶋 誠，藤浩 明，兼崎 弘憲，

望戸 裕司，中尾 節郎，小山 茂，相澤 広記，西谷 忠師，

宇都 智史，桑波 吉紘，田中 嘉一，和田 安男，藤田 安

良：歪集中帯周辺（跡津川断層）での広帯域MT観測による深

部比抵抗構造（序報），京都大学防災研究所年報，48，125，132
（2005） 
Ishihara Kazuhiro，Tameguri Takeshi，Iguchi Masato：Automated 
Classification of Volcanic Earthquakes and Tremors，"Annals of 
Disaster Prevention Research Institute， Kyoto University"，48C，
61，65（2005） 
大見士朗，Kao Honn：Source-Scanning Algorithm による深部低

周波地震震源域のイメージング - 鳥取県西部地域を例として 
-  ，京都大学防災研究所年報，49，269，275（2006） 
上嶋誠，小河勉，小山茂，笠谷貴史，山口覚，藤浩明，村上英

記，吉村令慧，大志万直人，丹保俊哉：新しいネットワーク

MT法観測機器の開発と中部地方における観測計画2006年
Conductivity Anomaly研究会論文集，121，125（2006） 
井口正人，八木原寛，為栗 健，清水 洋，平林順一，宮町宏樹，

鈴木敦生，筒井智樹，及川 純，森 健彦，相沢広記，河野裕希，

馬場龍太，大倉敬宏，吉川 慎：諏訪之瀬島火山における人工

地震探査，京都大学防災研究所年報，49B，339，353（2006） 
井口正人，大倉敬宏，八木原寛，平林順一，鬼澤真也，ムハマ

ドヘンドラスト：インドネシア・スメル火山の噴火機構，火山

爆発のダイナミックス平成17年度研究成果報告書，35，38
（2006） 
平林順一，鬼澤真也，井口正人：インドネシア・スメル火山に

おける火山ガス放出量，火山爆発のダイナミックス平成17年度

研究成果報告書，39，42（2006） 
市原美恵，後藤章夫，谷口宏充，大島弘光，井口正人：水中爆

発実験2001～2005の結果報告，火山爆発のダイナミックス平成

17年度研究成果報告書，273，278（2006） 
神田 径，田中 良和，宇津木 充，高倉 伸一，橋本武志，

井上 寛之：爆発発生場の比抵抗構造―阿蘇中岳火口周辺―，

火山爆発のダイナミックス平成17年度研究成果報告書，55，59
（2006） 
安井真也，高橋正樹，石原和弘，味喜大介：桜島火山大正噴火

の記録，日本大学文理学部自然科学研究所研究紀要第2部地球

システム科学，41，75，107（2006） 
寺石眞弘，大谷文夫，園田保美，大志万直人：日向灘地殻活動

総合観測線における地殻変動連続観測－最近15年間

(1991-2005)の観測結果－，京都大学防災研究所年報，B，49，
253，261（2006） 

宇津木充，田中 良和，橋本武志，Hurst Anthony White，神田 

径，松島 健，吉村令慧：NZ・ホワイトアイランド火山にお

ける高密度空中磁気観測，空中磁気測量による火山性磁場変動

の検出(科学研究費補助金・基盤研究(B)研究成果報告書)，150，
162（2006） 
橋本武志，神田 径，Hurst Anthony White，宇津木充，吉村令
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Fawu Wang，Gonghui Wang，Kyoji Sassa，Kiminori Araiba，Atsuo 
Takeuchi，Yuemin Zhang，"Huo， Z."，"Peng， X."， Jin W.：
"Deformation Monitoring and Exploration on Shuping Landslide 
induced by Impoundment of the Three Gorges Reservior， China"，
"Annuals of Disas. Prev. Res. Inst.， Kyoto Univ."，B，48，405，
412（2005） 
三村 衛：弾粘塑性FEMによる大阪湾洪積粘土地盤の長期沈下

予測，基礎工，6，36，53，56（2006） 
三村 衛，吉村 貢：RIコーン貫入試験による地盤の密度・含

水比測定について，基礎工，9，36，63，65（2006） 
千木良雅弘：地すべり・崩壊の発生場所予測―地質と地形から

みた技術の現状と今後の展開―，土木学会論文集C （招待論

文），4，62，722，735（2006） 
飛田哲男：技術手帳 相似則，土と基礎，12，55，43，44（2007） 
 
 
著書 
Sassa Kyoji，Fukuoka Hiroshi，Wang Fawu，Wang Gonghui：
Landslides: Risk Analysis and Sustainable Disaster Management ，1，
385（2005） 
千木良雅弘：地滑り（メカニズム），脇田浩二，井上誠編，実

務に役立つ地質図の知識，オーム社，74，80（2006） 
"Chigira，M."：Prediction of Catastrophic Large Landslide Sites and 
Estimation of Shallow Landslide Hazards Induced by Rainstorms 
-From the Experiences of Recent Landslide Hazards in Japan，
"Disaster Mitigation of Debris Flows， Slope Failures， and 
Landslides"，1，73，80（2006） 
藤田 崇，諏訪 浩：昭和28年有田川水害，シリーズ日本の歴

史災害，6，1，224（2006） 
岩嶋樹也：５．都市域のメタン発生量と人間活動，環境危機―

その対応と持続可能システム― (森山茂編著；開成出版)，91，
103（2007） 
千木良雅弘：地質と地すべり，社団法人日本地すべり学会「新

潟県中越地震特別研究委員会」編，中山間地における地震斜面

災害－2004年新潟県中越地震報告（I）－地形・地質編，90，
103（2007） 
千木良雅弘：崩壊の場所－大規模崩壊の発生場所予測，近未来

社，名古屋，1，256（2007） 

"Iai， S."，"Tobita， T."：Chapter 13. Seismic analysis and design 
of geotechnical structures，"Geotechnical， Geological and 
Earthquake Engineering"，ISBN 978-1-4020-5892-9，303，325
（2007） 
"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"，"Wang， Fawu"，"Wang， 
Gonghui"：Progress in Landslide Science，ISBN-10: 3540709649，
1，378（2007） 
飛田哲男，井合進：第7章 港湾施設の被害概要，2007年能登

半島地震被害調査報告書，土木工学会・地盤工学会，218，227
（2007） 
井合 進：経済と技術の共進化がもたらすサステイナブルな社

会，岩波科学ライブラリー，137，63，73（2007） 
 
 
紀要・報告書 
岩嶋樹也，森山 茂，福山 薫：都市域とその周辺における大気

微量成分濃度とその変動（V) ―都市域と郊外における大気メ

タン濃度差―，京都大学防災研究所年報，47，B，327，338（2005） 
石井孝行，諏訪 浩：十津川流域で生じた斜面崩壊 ― 2004
年大塔村宇井の斜面崩壊 ―，京都大学防災研究所一般共同研

究報告書，6，15G，19，28（2005） 
諏訪 浩，石井孝行，藤田 崇：2004年21号台風豪雨で三重県

宮川流域に発生した崩壊，土石流，岩屑なだれ，京都大学防災

研究所一般共同研究報告書，6，15G，29，37（2005） 
石井孝行，諏訪 浩：十津川流域・有田川流域における崩壊斜

面と不安定物質の分布，京都大学防災研究所一般共同研究報告

書，6，15，38，46（2005） 
諏訪 浩：十津川流域における削剥と流砂，京都大学防災研究

所一般共同研究報告書，6，15G，47，56（2005） 
諏訪 浩，藤田 崇：地震が十津川流域に及ぼす影響評価のた

めに ― 聞き取り調査の記録 ―，京都大学防災研究所一般共

同研究報告書，6，15G，57，69（2005） 
"Igwe， Ogbonnaya"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"：
Excess Pore Pressure Change Necessary to Cause Flow Liquefaction 
Failure of Sands Loaded in Undrained Condition，京都大学防災研

究所年報，48B，421，429（2005） 
"Gratchev， I.van"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"：The 
Shear Strength of Clayey Soils from Reactivated Landslides，京都大

学防災研究所年報，48B，431，438（2005） 
"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"，"Sekiguchi， Tatsuo"，
"Moriwaki， Hiromu"，"Ochiai， Hirotaka"：Achievements of Aerial 
Prediction of Earthquake and Rain Induced Rapid and 
Long-Travelling Flow Phenomena (APERITIF) Project，京都大学防

災研究所年報，48C，31，52（2005） 
"Trandafir， Aurel C."，"Sassa， Kyoji"：Earthquake-Induced 
Catastrophic Landslide Risk Evaluation in Liquefiable Soils，京都大

学防災研究所年報，48C，143，152（2005） 
石崎武志，犬塚将英，三村 衛：高松塚古墳墳丘部の土質およ

び水分分布調査，保存科学，45，67，76（2006） 
岩嶋樹也，木田秀次：都市とその周辺における気候変動(Ⅱ），

京都大学防災研究所年報，49B，393，401（2006） 
千木良雅弘：2004年台風14号による九州の土砂災害，京都大学

防災研究所年報A，49，23，34（2006） 
"Iai， S."，"Mimura，M."，"Chigira，M."，"Kamai，T."，"Sidle，
R.C."，"Suwa，H."，"Saito，T."，"Tobita，T."：Geo-disaster prediction 
and geo-hazard mapping in urban and surrounding areas: Progress 
report in FY 2005，"Annuals of Disaster Prevention Research 
Institute， Kyoto University"，C49，23，38（2006） 
"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"，"Wang， Fawu"，"Wang， 
Gonghui"，"Okada， Yasuhiko"，"Marui， Hideaki"：Landslide 
Disasters Triggered by the 2004 Mid-Niigata Prefecture Earthquake 
in Japan，京都大学防災研究所年報，49B，119，136（2006） 
岩嶋樹也，森山 茂：都市域とその周辺における大気微量成分

濃度とその変動（Ⅵ) ―地表付近におけるオゾン・大気メタ

ンの気候学―，京都大学防災研究所年報，48，B，407，418（2007） 
Tobita Tetsuo，Iai Susumu，Nishida Kazuma：Verification of 
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generalized scaling relations for dynamic centrifuge experiments，
"Annuals of Disaster Prevention Research Institute， Kyoto 
University"，50，379，385（2007） 
 
 
講義・講演会テキスト 
王功輝，末峯章，佐々恭二：白石地すべり地区の蛇紋岩のせん

断強度について，H18 年（社）日本地すべり学会関西支部現地

討論会論文集「徳島県那賀町における 2004 年土砂災害」，85，
99（2006） 
 
 
新聞・雑誌記事 
R.C. Sidle：Dark clouds over Shangri-La. Opinion article，The Japan 
Times，15-Mar（2007） 
 
 
講演会概要集 
Hiromasa Hiura， Masahiro Kaibori，Akira Suemine，Shunji 
Yokoyama，Masanori Murai：Sediment related  disasters by 
Typhoons in 2004，"Landslide and Avalanches， ICFL"，157，163
（2005） 
諏訪 浩，千木良雅弘，土志田正二，石井孝行，藤田 崇：2004
年21号台風豪雨で三重県宮川流域に発生した崩壊と土石流，岩

屑なだれ，砂防学会研究発表会概要集，42，16，17（2005） 
"Gratchev， Ivan"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"：Cyclic 
behavior of soils with clay particles from earthquake-induced 
landslides，第44回日本地すべり学会研究発表会講演集，43，46
（2005） 
佐々恭二，福岡 浩，汪 発武，王 功輝：平成16年新潟県中

越地震により発生した再活動地すべり地における高速地すべ

り発生・運動機構，第44回日本地すべり学会研究発表会講演集，

59，62（2005） 
王功輝，佐々恭二，福岡 浩：定常状態における高速運動粒状

体の非排水せん断強度と流動化構造について，第44回日本地す

べり学会研究発表会講演集，123，126（2005） 
"Igwe， Ogbonnaya"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"：
A Study on the Mechanism of Flow Failures Using Sands of Varying 
Gradations，第44回日本地すべり学会研究発表会講演集，127，
130（2005） 
斉藤龍太，佐々恭二，福岡 浩：非排水リングせん断試験機を

用いた速度の異なるせん断に伴う間隙水圧の変化，第44回日本

地すべり学会研究発表会講演集，131，132（2005） 
笹原克夫，大年邦雄，末峯章：四国における中山間地の土砂災

害に対する避難路選定の問題点，21世紀の南海地震と防災―第

1巻―（社）土木学会四国支部，145，148（2006） 
南谷太一，佐々恭二，福岡 浩，汪 発武：非排水リングせん

断試験機による地すべりクリープ挙動について，第45回地すべ

り学会研究発表会講演集，217，220（2006） 
佐々恭二，福岡 浩，汪 発武，王 功輝：2006年2月17日に

発生したﾌｨﾘﾋﾟﾝ・ﾚｲﾃ島ｷﾞﾝｻｳｺﾞﾝ地すべりに関する日比合同学

術調査，第45回地すべり学会研究発表会講演集，73，74（2006） 
Wang Fawu，Wang Gonghui，Takeuchi Atsuo，Araiba Kiminori，
Zhang Yeming，Huo Zhitao："Deofrmation characters of the Shuping 
landslide reactivated by impoundment of the Three Gorges Reservoir， 
China"，第45回地すべり学会研究発表会講演集，95，98（2006） 
諏訪 浩，水野高志，石井孝行：切り取り斜面崩壊過程の復元，

砂防学会研究発表概要集，45，152，153（2006） 
佐々恭二，福岡 浩，汪 発武，王 功輝：2006年2月17日に

発生したフィリピン・レイテ島ギンサウゴン地すべりに関する

日比合同学術調査，第45回日本地すべり学会研究発表会講演集，

73，74（2006） 
"Jurko， Jozef"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"：Effects 
of initial shear stress on liquefaction behavior of silts，第45回日本地

すべり学会研究発表会講演集，197，200（2006） 
"Igwe， Ogbonnaya"，"Sassa， Kyoji"，"Fukuoka， Hiroshi"，

"Wang， Fawu"："Landslide Velocity and Mobility : a Critical Look 
at the Friction Angles of Sands Before， During and After 
Movement"，第45回日本地すべり学会研究発表会講演集，201，
204（2006） 
尾川七瀬，王 功輝，福岡 浩，佐々恭二：モデル土層を用い

た地すべり土塊による斜面下部堆積物の急速載荷と移動に関

する研究，第45回日本地すべり学会研究発表会講演集，205，
206（2006） 
斉藤龍太，福岡 浩，佐々恭二：珪砂・ベントナイト混合試料

の非排水リングせん断試験における有効摩擦角の速度効果，第

45回日本地すべり学会研究発表会講演集，215，216（2006） 
松波孝治，飛田哲男，中村正夫，井川猛，郷隆之，小池太郎，

小田尚，澤田壮一郎，駒田希充，小林里紗：浅層反射法による

能登半島門前町道下地区の地盤構造調査，第26回日本自然災害

学会学術講演会概要集，153，154（2007） 
笹原克夫，日浦啓全，刀根裕彰，末峯章：平成17年9月台風14
号時における物部川上流における土砂生産と流失，土木学会四

国支部 平成19年 自然災害フォーラム論文集，33，38（2007） 
Tetsuo Tobita，Gi-Cheon Kang，Susumu Iai，Kyle M. Rollins：
Numerical analysis of full-scale dynamic lateral load tests of a 3 x 5 
pile group，第5回日本地震工学会年次大会，198，（2007） 
Igwe O，Sassa K，Fukuoka H，Wang FW：The mechanical behavior 
of differently graded sands: How reliable is uniformity coefficient?，
第46回地すべり学会研究発表会講演集，109，112（2007） 
福岡 浩，福井 理，佐々恭二，汪 発武：個別要素法を用い

た飽和・非排水リングせん断試験における粒子破砕と過剰間隙

水圧の発生過程の再現，第46回地すべり学会研究発表会講演集，

113，114（2007） 
汪 発武，王 功輝，新井場 公徳，Zhang YM，Huo ZT，Peng 
XM："The mechanisms of landslides and slope deformation caused 
by water level changes in the Three Gorges Reservoir， China"，第

46回地すべり学会研究発表会講演集，191，194（2007） 
西田一磨，飛田哲男，井合進：杭模型による拡張型相似則の検

証，第42回地盤工学研究発表会（名古屋），645，（2007） 
飛田哲男：道路舗装の亀裂分布による地盤変動評価法の提案，

土木学会年次学術講演会（広島），（2007） 
諏訪 浩：焼岳と土石流，信州大学山岳科学総合研究所山岳シ

ンポジウム「上高地の自然史」講演・ポスター発表要旨集，9，
11（2007） 
諏訪 浩：フィリピン・レイテ島で2006年2月17日に起きた岩

屑なだれによる災害，砂防学会研究発表会概要集，47，66，67
（2007） 
岡野和行，諏訪 浩，植野利康：焼岳上々堀沢に発生する土石

流の特徴と水文量の関係，砂防学会研究発表会概要集，47，66，
67（2007） 
戸敷英史，王功輝，福岡 浩，佐々恭二：リングせん断試験に

よる「シラス」のせん断特性，第46回日本地すべり学会研究発

表会講演集，119，120（2007） 
"Jurko， Jozef"，佐々恭二，福岡 浩：Influence of initial static 
shear stress on cyclic-induced deformation of non-plastic and low 
plasticity silts，第４６回日本地すべり学会研究発表会講演集，

115，116（2007） 
斉藤龍太，福岡 浩，佐々恭二：試料含有粘土と有効内部摩擦

角の速度効果の関係，第46回地すべり学会研究発表会講演集，

117，118（2007） 
柴田鏡子，王功輝，福岡 浩，佐々恭二：PIV解析法を用いた

斜面模型の内部変位についての考察手法，第46回日本地すべり

学会研究発表会講演集，129，130（2007） 
 
 
学術誌 
千木良 雅弘:降雨と地質と崩壊，地質と調査，111，10，16（2007） 
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完全査読論文 
藤田正治，水山高久，澤田豊明，新原伸栄：階段状河床におけ

るプールの満砂状態からの回復過程，砂防学会誌，3，58，25，
33（2005） 
Zhang Hao，Nakagawa Hajime，Ishigaki Taisuke，Muto Yasunori，
Baba Yasuyuki：Three dimensional mathematical modeling of local 
scour，"Journal of Applied Mechanics， JSCE"，8，803，812（2005） 
坂本麻衣子，萩原良巳：長良川河口堰問題を対象とした開発と

環境のコンフリクトに関する分析，水文・水資源学会誌，44，
54（2005） 
"Rahman， Md. Munsur "，"Nakagawa， Hajime"，"Khaleduzzaman， 
ATM"，"Ishigaki， Taisuke"：Formation of navigational channel 
using Bandal-like structures，"Annual Journal of Hydraulic 
Engineering， JSCE"，997，1002（2005） 
Paul James Smith，Katuyoshi Sekii ，Toshiharu Kojiri："Interpolation 
of runoff prediction for distributed flood forecasting， "，Proceeding 
of International Symposium on Stochastic Hydraulics（2005） 
Zhang Hao，Nakagawa Hajime，Muto Yasunori，Baba Yasuyuki：
Flow and sediment transport around groins under live-bed scour 
condition，"Proceedings of the International Symposium on Fluvial 
and Coastal Disasters （ISFCD)，Kyoto"（2005） 
丸山敬，河井宏允，益田健吾，田村幸雄，松井正宏：台風０４

１８号による厳島神社の被害について，日本風工学会論文報告

集，102，30，49，56（2005） 
Zhang Hao，Nakagawa Hajime，Ishigaki Taisuke，Muto Yasunori：
Prediction of 3D flow field and local scouring around spur dykes，
"Annual Journal of Hydraulic Engineering， JSCE"，49，1003，1008
（2005） 
"PARK， JIN-HYEOG"，"KOJIRI， TOSHIHARU"，"KOH， 
DEUK KOO"：STUDY ON COMPARATIVE METHOD USING 
AHP AND GIS BASED DISTRIBUTED RUNOFF MODEL，
Proceeding of XXXI IAHR Congress（2005） 
Mase Hajime，Oki Kazuya，Hedges Terry，Li H.J.：Extended energy- 
balance-equation wave model for multidirectional random wave 
transformation，Jour. Ocean Eng.，8，10，961，985（2005） 
"Raji Hari， Sharma"，"Nakagawa， Hajime"：Predicting timing and 
location of rainfall triggering shallow landslides，"Annual Journal of 
Hydraulic Engineering， JSCE"，43，48（2005） 
"KOJIRI， TOSHIHARU"，"HORI， TOMOHARU"，
"NAKATSUKA， JUNPEI"，"CHONG， TENG-SHENG"：WORLD 
CONTINENTAL MODELING FOR WATER RESOURCES USING 
SYSTEM DYNAMICS，Proceeding of  XXXI IAHR Congress
（2005） 
Daisuke Nohara，Toshiharu Kojiri ，Paul James Smith：Heuristic 
DSS for reservoir operation considering global meteorological 
information，Proceeding of International Symposium on Flood 
Defence，361，370（2005） 
"Zhang， Hao"，"Nakagawa， Hajime"，"Ishigaki， Taisuke"，
"Muto， Yasunori"：Prediction of 3D flow field and local scouring 
around spur dykes，"Annual Journal of Hydraulic Engineering， 
JSCE"，1003，1008（2005） 
Amin NAWAHDA， Toshiharu KOJIRI，Ichirow KAIHOTU：

Distributed Runoff Model Linking Surface with Groundwater 
Processes， Japan Society of Hydrology& Water Resources，3，18，
293，305（2005） 
"Sakamoto， Maiko"，"Hagihara，Yoshimi"：Conflict Management 
on the Ganges Water Resources between Bangladesh and India，水

文・水資源学会誌，11，21，（2005） 
甲山 治，山田賢治，田中賢治，池淵周一：衛星起源の植生状

態量及び地上気象データを用いた土地被覆と生育作物の判別，

土木学会水工学論文集，373，378（2005） 
間瀬 肇，永橋俊二，Hedges Terry：傾斜護岸の越波流量算定

におけるニューラルネットワークの適用性に関する研究，海洋

開発論文集，21，593，598（2005） 

萬和明，田中賢治，池淵周一：NDVI時系列解析による全球作

物分類図の作成，土木学会水工学論文集，379，384（2005） 
大石 哲，佐山敬洋，中川 一，里深好文，武藤裕則，"Dian， 
Sisinggih"，砂田憲吾：Development of estimation method for impact 
energy of raindrop considering raindrop size distribution and the 
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Yorozu Kazuaki，Tanaka Kenji，Ikebuchi Shuichi："Correlation 
analysis of inter-annual variability of IWR， Precipitation and 
NDVI"，"Annuals of Disas. Prev. Res. Inst.， Kyoto Univ."，49B，
625，632（2006） 
⑥（2005）年ハリケーン・カトリーナ水害調査団，（土木学会

水工学委員会・海岸工学委員会，・(財)河川環境管理財団）：

（2005）年ハリケーン・カトリーナ水害調査報告書，128，（2006） 
米山望，間畠真嗣，戸田圭一，山本大介：都市水害時における

小規模地下空間への浸水過程の数値解析，京都大学防災研究所

年報，49，575，582（2006） 
堤大三，藤田正治，澤田豊明，伊藤元洋，手島宏之：滋賀県南

部田上山地における凍結融解と土砂生産に関する観測，京都大
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学防災研究所年報，49，567，574（2006） 
"Kawai， Hiromasa"，Tatsuya Iwashima，Hirohiko Ishikawa，Takashi 
Maruyama，Hitoshi Mukougawa，Mitsuaki Horiguchi，Takao Iguchi，
Tokihiko Araki：Analysis and prediction of anomalous weather and 
atmospheric hazards，京都大学防災研究所年報，C，49，81，93
（2006） 
中北英一，竹畑栄伸，中川勝広：Improvement of precipitation using 
the latest dual polarimetric radar，最新型二偏波ドップラーレーダ

ーを用いた降水量推定精度の向上，防災研究所年報，ＣＤ-Ｒ
ＯＭ，49，533，542（2006） 
堀口光章：都市近郊における大気境界層の観測，京都大学防災

研究所年報，B，49，451，458（2006） 
藤田正治，澤田豊明，堤大三，志田正雄，伊藤元洋：高原川流

域における土砂生産マップの構築－高原川流域の土砂生産特

性－，京都大学防災研究所年報，49，561，566（2006） 
向川 均，祖慶 良平：都盆地に侵入する広域海風・湖風の数値

実験，平成17年度 京都大学電波科学計算機実験共同利用研究

成果報告書，111，114（2006） 
向川 均，久保田 拓志，堀川 英隆：異常気象とその予測可能

性に関する研究，東京大学気候システム研究センター 平成17
年度共同研究報告書，146，174（2006） 
向川 均：季節内変動の機構解明とその予測可能性に関する研

究，平成17年度科学研究費補助金 基盤研究(C)(企画調査)「全

球大気顕著現象の予測可能性研究計画 THORPEXの日本での

研究戦略策定」成果報告書 (研究代表者 中澤 哲夫)，27，33
（2006） 
中北英一，松田周吾：A Study on Generating Virtual Drainage-Basin 
based on Erosion Process and on Relationship between 
Geomorphologic Quantity and Runoff Characteristics，浸食過程を

考慮した模擬流域発生手法と流域地形量－降雨・流出特性に関

する基礎的研究－，防災研究所年報，50（2007） 
城戸由能，川久保愛太，井口貴正，田中幸夫，中北英一：鴨川

における河川水と地下水間の水・物質循環の解明，防災研究所

年報，50，（2007） 
城戸由能，福田勝之，中北英一：自動水質計観測結果を用いた

河川水質評価の可能性，防災研究所年報，50，（2007） 
相馬一義，田中賢治，中北英一，池淵周一：日本における土壌

水分量分布推定とそれが夏季の熱雷に与える影響の検討，京都

大学防災研究所年報，50（2007） 
山口弘誠，中北英一：Ensemble Kalman Filter Assimilation of 
Doppler Radar Data for Weather Prediction with Conceptual 
Precipitation Model，ＥｎＫＦによるドップラーレーダー情報の

同化手法の開発と概念モデルを用いた降雨予測，防災研究所年

報，50，（2007） 
東 良慶，関口秀雄，小野 徹：Studies of High-Resolution 
Morphodynamics with special reference to river bank erosion，京都

大学防災研究所年報，（2007） 
Sekiguchi Hideo，Nakagawa Hajime，Sawada Toyoaki，Kawaike 
Kenji，Ueno Tetsuo，Muto Ysunori，Baba Yasuyuki，Serizawa 
Shigeatsu，Zhang Hao：Complex fluid-sediment interactions in 
fluvial and coastal environments-Part 4，"Annuals， Disas. Prev. Res. 
Inst.， Kyoto University"，50C，89，104（2007） 
中川 一，里深好文，大石 哲，武藤裕則，佐山敬洋，寶  馨，

シャルマ ラジハリ："Rainfall and Sediment runoff in the Lesti 
River Bain， Tributary of the Brantas River"，ブランタス川の支

川レスティ川流域における降雨・土砂流出に関する研究，京都

大学防災研究所年報，50B（2007） 
小尻利治，原山和也，田中賢治，浜口俊雄：事例ベースモデル

と分布型流出モデルを併用した河川流量予測，京都大学防災研

究所年報，B，50（2007） 
Yamaguchi Naofumi，Sekiguchi Hideo：Ripple formation and grain 
sorting with multiple-sized sand，"Annuals， Disas. Prev. Res. Inst.， 
Kyoto University"，50B，661，670（2007） 
堀口光章，林泰一，植田洋匡：中立に近い安定度の大気境界層

における乱流構造の観測－解析のまとめ－，京都大学防災研究

所年報，50，455，464（2007） 
浜口俊雄，小尻利治，中北英一：地球統計学による疑似生成観

測値を基にした地下水文学に関する分布型パラメータの新た

な同定手法の提案，平成16-18年度科学技術研究費補助金 基盤

研究(B)(2)(16360237)「リアルタイム防災への適用を視野に入れ

た河川堤防の高水時安全度評価に関する研究」(研究代表者：

関口秀雄)研究成果報告書，105，112（2007） 
浜口俊雄，小尻利治，Saber Mohamed：均質化理論に基づくア

ップスケーリングの水文学的適用法，京都大学防災研究所年報，

B，50，759，764（2007） 
浜口俊雄：土構造物の性能設計のためのモデルパラメータ分布

の捉え方，平成16-18年度科学技術研究費補助金 基盤研究

(B)(16380160)「農業水利施設の性能設計・性能施工に関する研

究」(研究代表者：野中資博)研究成果報告書，（2007） 
Tanaka Kenji，Yoichi Fujihara，Kojiri Toshiharu：Projection of the 
impact of climate change on the surface energy and water balance in 
the Seyhan River Basin Turkey，The final report of ICCAP，81，88
（2007） 
Fujihara Yoichi，Tanaka Kenji，Watanabe Tsugihiro，Kojiri 
Toshiharu："Assessing the impact of climate change on the water 
resources of the Seyhan River Basin， Turkey"，The final report of 
ICCAP，89，94（2007） 
Fujihara Yoichi，Simonovic S.P.，Topaloglu F.，Watanabe Tsugihiro，
Tanaka Kenji：An Inverse Modeling Approach to Assess the Impacts 
of Climate Change on Water Resources Management at the 
Watershed Scale，The final report of ICCAP，95，100（2007） 
伊藤洋太郎，茂木耕作，相馬一義，田中賢治，池淵周一：練馬

豪雨に対して都市環境が与える影響の評価，京都大学防災研究

所年報，50B，（2007） 
中西健一郎，田中賢治，小森大輔，沖大幹，池淵周一：北タイ

メーワン流域の流出予測精度向上に対する地球観測データの

有効性の検討，京都大学防災研究所年報，50B（2007） 
田中賢治，田崎紘平，嶋村鉄也，竹門康弘，池淵周一：深泥池

における水・熱収支に関する研究，京都大学防災研究所年報，

50B（2007） 
相馬一義，田中賢治，中北英一，池淵周一：日本における土壌

水分量分布推定とそれが夏季の熱雷に与える影響の検討，防災

研究年報，50（2007） 
丸山 敬：北海道佐呂間町で発生した竜巻による甚大な災害に

関する調査研究，Ｈ18年度科学研究費補助金（特別研究促進

費：研究課題番号18900003：研究代表者 田村幸雄）研究成果

報告書，188，209（2007） 
丸山 敬：（2006）年台風13号に伴う暴風・竜巻・水害の発生

機構解明と対策に関する研究，Ｈ18年度科学研究費補助金（特

別研究促進費：研究課題番号18900002：研究代表者 真木太一）

研究成果報告書，79，86（2007） 
中北英一，木島梨沙子：TRMM/PRを用いた瞬時降雨強度の時

間・空間相関長さのグローバル分布推定，第4回 降水ミッシ

ョン科学研究公募 ―平成18年度 共同研究成果報告書―，

113，135（2007） 
"Takayama， Tomotsuka"，"Takara， Kaoru"，"Toda， Keiichi"，
"Fujita， Masaharu"，"Mase， Hajime"，"Tachikawa， Yasuto"，
"Yoneyama， Nozomu"，"Tsutsumi， Daizo"，"Yasuda， Tomohiro"，
"Sayama， Takahiro"：Research Works for Risk Assessment 
Technology Related to Flood in Urban Area，京都大学防災研究所

年報，50C，（2007） 
"Kim， Soo Youl"，"Takayama， Tomotsuka"，"Yasuda， Tomohiro"，
"Mase， Hajime"：Tide-Surge-Wave Coupling Model and Its 
Application to Surge and Wave Hindcast for Typhoon 0603，防災研

究所年報，50B（2007） 
間瀬 肇，加次淳一郎，安田誠宏，高山知司：ニューラルネッ

トワークを用いた大阪湾内のリアルタイム津波予測，防災研究

所年報，50B（2007） 
萬 和明，田中賢治，中北英一，池淵周一：Creation and validation 
of high resolution crop type map of Mae Wang basin in northern 
Thailand using the time series analysis of NDVI，NDVI時系列解析

を用いた北タイメーワン流域における高分解能作物分類とそ

の検証，京都大学防災研究所年報，50（2007） 
Zhang Hao，Nakagawa Hajime，Muto Yasunori，Muramoto Yoshio，

- 391 -



Touchi Daizaburou，Nanbu Yasunori：Morphodynamics of channels 
with groins and its application in river restoration，"Annuals of the 
Disaster Prevention Research Institute， Kyoto University"（2007） 
武藤裕則，芹澤重厚：Local scour and bed evolution around 
submerged cylindrical piers，水中に没した円柱周辺の河床変動に

ついて，京都大学防災研究所年報，（2007） 
井口 敬雄，木田 秀次：数値モデルを用いた大気－陸上生態系

間炭素フラックスの年々変動のシミュレーション，京都大学防

災研究所年報，50（2007） 
向川 均，近本 喜光，高橋 誠，木村 和紀，吉田 裕一，塩谷 雅
人：異常気象の発生メカニズムと予測可能性に関する数値的研

究，平成18年度 京都大学電波科学計算機実験共同利用研究成

果報告書，67，70（2007） 
向川 均，近本 喜光：異常気象とその予測可能性に関する研究，

東京大学気候システム研究センター 平成18年度共同研究報告

書，113，122（2007） 
向川 均，余田 成男，廣岡 俊彦，黒田 友二：成層圏突然昇温

現象発生期における力学的上下結合の解明と予測可能性，平成

15年度～平成18年度 科学研究費補助金(基盤研究(B))研究成果

報告書 (研究代表者 向川 均)，1，139（2007） 
河井宏允：建築物の耐風設計と風荷重基規準，GBRC，4，32，
4，10（2007） 
川池健司，中川一，馬場康之：Flood Disasters in Southern Kyushu 
Caused by Heavy Rainfall in July (2006，平成18年7月豪雨による

九州南部の水害，京都大学防災研究所年報，50A，161，166（2007） 
Awal Ripendra，Nakagawa Hajime，Baba Yasuyuki，Sharma Raj Hari，
Ito Naoki：Study on landslide dam failure by sliding，京都大学防

災研究所年報，50B，653，660（2007） 
丸山 敬，西村宏昭：合衆国における外装材の飛散物による耐

衝撃試験法に関する調査，北海道佐呂間町で発生した竜巻によ

る甚大な災害に関する調査研究，Ｈ18年度科学研究費補助金

（特別研究促進費：研究課題番号18900003：研究代表者 田村

幸雄）研究成果報告書，188，209（2007） 
丸山 敬，加茂正人，林 泰一：台風0613号による八重山諸島

の建物被害について，2006年台風13号に伴う暴風・竜巻・水害

の発生機構解明と対策に関する研究，Ｈ18年度科学研究費補助

金（特別研究促進費：研究課題番号18900002：研究代表者 真
木太一）報告会講演要旨集，71，74（2007） 
筆保弘徳，丸山 敬，林 泰一，一柳錦平：先島諸島での被害

状況（2006）年台風13号および同年11月７日に北海道佐呂間氏

町で発生した竜巻による強風被害に関する調査報告書，43，49
（2007） 
藤田正治，広重敬嗣，檜谷治，梶川勇樹：A Study on Vegetation 
Management on Sand Bars in the Sendai River，千代川における砂

州上の植生管理に管理に関する研究，京都大学防災研究所年報，

IISSN 0386-412X，50，603，614（2007） 
Muhammad Sulaiman，Tsutsumi Daizo ，Fujita Masaharu，
Hayashi Kunihiko ：Classification of Grain Size Distribution 
Curves of Bed Material and the Porosity，"Annuals， Disaster 
Prevention Research Institute"，ISSN 0386-412X，50，615，622
（2007） 
石田裕子，竹門康弘，池淵周一：河川の侵食-堆積傾向と流量

変動による底生魚の生息場所選好性の変化，京都大学防災研究

所年報，B，48，935，943（2005） 
"Maruyama， T."：Inflow generation for the Calculation of a 
Turbulent Bounndary Layer by Large Eddy Simulation，"Report of 
Institute for Hydromechanics， University of Karlsruhe"，No.735，
40， 
 
 
講義・講演会テキスト 
中川 一：流木・洪水氾濫の予測技術，Prediction methods for 
driftwood behavior and river water flooding，土木学会 水工学シ

リーズ05-A-5，A-5-1，A-5-21（2005） 
丸山 敬：消防庁防災・危機管理教育用ｅ―ラーニング防災・

危機管理ｅ－カレッジ（インターネット）：深く学ぶ（風害対

策），（2005） 
中北英一：近年の異常気象と最新降雨予測技術，（独）水資源

機構 吉野川局 講演会「近年の異常気象と洪水・渇水への対

応」(ppt資料)（2005） 
安田誠宏：スマトラ地震津波の被害調査報告，地震防災フォー

ラム'04 －昭和東南海地震60周年・阪神淡路大震災10周年にあ

たって－，関西地震観測研究協議会，73，77（2005） 
浜口俊雄：水文学にみる逆解析で直面する問題解決への糸口 

～逆さまのアプローチの意味の理解～，実践水文システム研究

会(2005年度報告書，9，175，187（2006） 
Hamaguchi Toshio："Groundwater hydrology and modelling (3)， "，
"UNESCO-IHP Mongolian National Training Workshop 
on“Groundwater Hydrology and Management” Ulan Bator， 
Mongolia"，1，63（2006） 
中北英一：降雨予測の技術の最前線と今後の展望，（独）水資

源機構 本社 講演会「降雨予測の技術の最前線と今後の展望」

（2006） 
中北英一：世界での異常降雨出現特性と災害，京都大学防災研

究所公開講座 テキスト，17，10（2006） 
"Nakakita， E"：Recent topics of radar hydrology in Kyoto 
University  (Radar based prediction of rainfall by typhoon and 
perspective of utilizing polarization radar)，台湾大学技術交流研討

会 講演集 (ppt資料)（2006） 
向川 均：地球をめぐる風とその予測，日本気象学会関西支部

第28回夏季大学テキスト「大規模な流れから局地的な流れま

で」，3，12（2006） 
向川 均：予測可能性の変動に関する理論と実際．--化学組成予

報への適用を目指して-，第16回大気化学シンポジウム研究集

会講演集，3，6（2006） 
向川 均：地球温暖化と異常気象，平成18年度京都大学防災研

究所公開講座(第17回)「防災研究最前線 --環境変化と災害--」，
5，14（2006） 
Eiichi Nakakita：Radar Hydrology，"Text Book of the First Hydro 
Asia， Incheon、Korea. (ppt資料)"，（2007） 
Eiichi Nakakita：Quantitative Precipitation Estimate and Forecast 
Using Weather Radar，気象レーダーを用いた降水量推定と予測，

第27回（台湾）中日工程技術講演会講演集（ppt資料)（2007） 
Eiichi Nakakita，Kosei Yamaguchi：Rainfall Prediction Using 
Weather Radar，気象レーダーを用いた降水量予測，Proc. of 
International Symposium on X-band Weather Radar Network，63，
66（2007） 
中北英一：降雨予測技術の現状と、今後の展望，（独）水資源

機構 本社，講演会資料(ppt資料)（2007） 
中北英一：降雨予測技術の現状と、今後の展望，電源開発株式

会社 本社，講演会資料(ppt資料)（2007） 
間瀬 肇：海からの脅威に備えて，京都大学防災研究所公開講

座（第１８回）テキスト，39，48（2007） 
武藤裕則：淀川流域における河川流観測 －表面流況と内部構

造－，ローカル・リモートセンシング技術の実用化，2月1日，

2月10日（2007） 
 
 
新聞・雑誌記事 
竹門康弘：柿田川の川虫はベジタリアン？，静岡新聞朝刊 平
成17年3月8日，32，32（2005） 
竹門康弘：川合先生の思い出，陸水生物学報，21，75，76（2006） 
竹見哲也，畑村真一，田村哲郎：微細地形の影響を受ける風の

局所性に関する超高解像度計算，日本気象学会(2007年度春季

大会講演予稿集，91，A305（2007）3 
 
 
講演会概要集 
"Maruyama， Hirotatsu"，"Kawaike， Kenji"，"Yoshimoto， 
Shizuma"，"Noguchi， Masato"：Developing an Inundation Flow 
Model: Applied to the Isahaya Low-Lying Area，"Monitoring， 
Prediction and Mitigation of Water-Related Disasters 
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(MPMD-(2005)"，131，136（2005） 
"Kawaike， Kenji"，"Maruyama， Hirotatsu"，"Noguchi， Masato"：
Inundation Flow Analysis in a Low-Lying Area and its Application 
to Estimation of Pump Capacity Effects，XXXI IAHR Congress 
Proceedings，1199，1208（2005） 
辻尾大樹，高山知司，安田誠宏，谷口昇太郎：消波工被覆堤下

の地盤内間隙水圧の波浪応答に関する現地観測と数値計算，平

成17年度土木学会関西支部年次学術講演概要，II-48-1，2（2005） 
木村雄一郎，高山知司，間瀬 肇，安田誠宏："GFS およびWRF， 
SWAN を援用した波浪予報・追算システムとその応用に関す

る研究"，平成17年度土木学会関西支部年次学術講演概要，

II-56-1，2（2005） 
川村健太，安田誠宏，高山知司，間瀬 肇：大阪湾のリアルタ

イム津波予測手法に関する研究，平成17年度土木学会関西支部

年次学術講演概要，II-58-1，2（2005） 
浜口俊雄，中北英一：統計補完地下水モデルから生成した疑似

観測データで同定した透水係数分布，水文・水資源学会(2005
年度研究発表会要旨集，212，213（2005） 
Hori Tomoharu，Shiiba Michiharu：An Optimal Design Scheme of 
In-floodplain Mitigation Measures to Maximize Success Rate of 
Evacuation，Proc. of Fifth annual IIASA-DPRI forum on Integrated 
Disaster Risk Management，207，212（2005） 
川久保愛太，浜口俊雄，中北英一：不飽和流の簡便化モデルを

用いた乾燥地帯での広域地下水解析，水文・水資源学会(2005
年度研究発表会要旨集，70，71（2005） 
浜口俊雄，中北英一：地盤統計学を基に疑似生成した観測デー

タの利用による透水係数分布同定，第60回土木学会年次学術講

演会講演概要集，CD-ROM，67，68（2005） 
川久保愛太，浜口俊雄，中北英一：地表水の影響を受けた広域

地下水解析とその簡便化手法，平成17年度土木学会関西支部年

次学術講演概要，ＣＤ-ＲＯＭ，II-9（2005） 
米山 望，田中伸和，後藤孝臣，本多毅：VOF法を用いた高濃

度濁水進入現象の数値解析法，第19回数値流体力学シンポジウ

ム講演論文集（2005） 
Nasouhi Sina，Kojiri Toshiharu，Hamaguchi Toshio：Generalized 
Piston Flow Approach for Conjunctive Simulation of Surface and 
Ground Water Inflow，水文・水資源学会(2005年度研究発表会要

旨集，66，67（2005） 
浜口俊雄，中北英一，川久保愛太：地盤統計学に基づく地表高・

地下水位・基盤高同時分布推定と広域地下水解析への適用，第

40回地盤工学研究発表会発表講演集，1249，1250（2005） 
Tanaka Kenji，Tasaki Kohei，Takemon Yasuhiro：Energy and water 
balance of Mizoro-ga-ike Pond，Proc. of AOGS 2nd Annual Meeting  
2005（2005） 
甲山治，田中賢治，池淵周一，砂田憲吾：中央アジア・アラル

海流域における水文・気象データの長期解析，水文・水資源学

会(2005年研究発表会要旨集，16，17（2005） 
相馬一義，田中賢治，中北英一，池淵周一：夏季の山地域にお

ける対流性降水に地表面状態の違いが与える影響，日本気象学

会(2005年度春季大会講演予稿集，504，504（2005） 
Souma Kazuyoshi，Tanaka Kenji，Nakakita Eiichi，Ikebuchi 
Shuichi：The effect of land surface condition on convective 
precipitation over the mountainous region in Japan during the 
summer season，Proc. of AOGS 2nd Annual Meeting 2005（2005） 
伊藤洋太郎，茂木耕作，相馬一義，萬和明，田中賢治，池淵周

一：詳細な陸面過程を組み込んだ雲解像モデルを用いた練馬豪

雨発生に対する都市の影響評価，水文・水資源学会(2005年研

究発表会要旨集，18，19（2005） 
相馬一義，田中賢治，中北英一，池淵周一：夏季の山岳域にお

ける対流性降水に土壌水分が与える影響，水文・水資源学会

(2005年研究発表会要旨集，24，25（2005） 
田中賢治，渡辺裕司，相馬一義，池淵周一：領域気象モデルに

よる降水量プロダクトの定量的な利用にむけて，水文・水資源

学会(2005年研究発表会要旨集，314，315（2005） 
田崎紘平，田中賢治，竹門康弘，池淵周一：深泥池の浮島は水

温変動を緩和する，第9回応用生態工学会大会発表会要旨集，

85，88（2005） 

山本佳奈，竹門康弘，池淵周一：木津川と宇治川の流量による

FPOMの流下距離変化，応用生態工学会第9回研究発表会講演要

旨集，93，96（2005） 
井口貴正，城戸由能，中北英一，深尾大介：河床底泥からの巻

き上げを考慮した河川水質解析，水文・水資源学会(2005年度

研究発表会要旨集，112，113（2005） 
井口貴正，城戸由能，中北英一，深尾大介：河川低泥を考慮し

た加茂川の水質解析，平成17年度関西支部年次学術講演会講演

概要，CD-ROM，Ⅱ-71，（2005） 
丸山 敬：防風ネットの空力特性の測定，日本流体力学会年会

(2005講演論文集，165，（2005） 
丸山 敬，河井宏允，樋本圭佑：６分力天秤を用いた正方形平

板の空気力特性の測定，日本建築学会大会学術講演梗概集B-1，
177，178（2005） 
丸山 敬，石川裕彦， 内田孝紀，河井宏允，大屋裕二：台風

0418号通過時の宮島周辺気流の数値シミュレーション，日本風

工学会誌，103，101，102（2005） 
丸山 敬：物体を含む空間平均操作によるサブグリッドスケー

ル乱流モデルを用いたＬＥＳ，第21回生研TSFDシンポジウム

講演論文集（2005） 
伊藤篤史，中北英一，田村正行：ＧＰＶ情報及びレーダー情報

を用いた福井豪雨の解析，平成17年度土木学会全国大会 第60
回年次学術講演会，Ⅱ-004（2005） 
義本欣司，中北英一，田村正行：時間・空間スケールを考慮し

た異常降雨のグローバル解析に関する基礎的研究，平成17年度

土木学会全国大会 第60回年次学術講演会，Ⅱ-006（2005） 
井口貴正，城戸由能，中北英一，深尾大介：河床底泥からの巻

き上げを考慮した河川水質解析，水文・水資源学会(2005年度

研究発表会要旨集，112，113（2005） 
松田周吾，中北英一：流域地形量に着目した分布型降雨情報の

有効性に関する検討，平成17年度関西支部年次学術講演会講演

概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-13（2005） 
井口貴正，城戸由能，中北英一，深尾大介：河川低泥を考慮し

た加茂川の水質解析，平成17年度関西支部年次学術講演会講演

概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-71（2005） 
松田周吾，前田妙子，中北英一：実流域群と模擬流域を利用し

た流域地形量に基づく分布型降雨情報の有効性の検討，水文・

水資源学会(2005年度研究発表会要旨集，50，51（2005） 
鈴木善晴，鎌田雅憲，中北英一，長谷部正彦，池淵周一：時間・

空間変動特性を考慮した山岳域における降雨ｰ地形関係の解析

とモデル化，水文・水資源学会(2005年度研究発表会要旨集，

168，169（2005） 
義本欣司，中北英一，田村正行：時間・空間スケールを考慮し

た異常降雨のグローバル解析に関する基礎的研究，平成17年度

関西支部年次学術講演会講演概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-17（2005） 
伊藤篤史，中北英一，田村正行：ＧＰＶ情報及びレーダー情報

を用いた福井豪雨の解析，平成17年度関西支部年次学術講演会

講演概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-18（2005） 
浜口俊雄，川久保愛太，中北英一：乾燥地における広域表面流・

地下浸透流解析と不飽和流のモデル簡便化，平成17年度農業土

木学会講演要旨集，942，943（2005） 
藤田正治，堤大三，多田泰之，里深好文，宮嵜俊彦：三重県宮

川村での崩壊プロセスの特性とシミュレーション，平成17年度

砂防学会研究発表会概要集，12，13（2005） 
藤田正治，堤大三，多田泰之：Simulation of slope failure process 
in Miyagawa Village in 2004，2004年三重県宮川村での斜面崩壊

のシミュレーション，日本流体学会年会2005，244，244（2005） 
多田泰之，藤田正治，堤大三，奥村武信，本田尚正，小山敢，

河合隆行：地下流水音の検知とその後の崩壊発生，平成17年度

砂防学会研究発表会概要集，26，27（2005） 
堤大三，藤田正治，"Roy， C. Sidle"，林雄二郎：選択流路を考

慮した浸透流計算と斜面安定解析，平成17年度砂防学会研究発

表会概要集，30，31（2005） 
林雄二郎，堤大三，藤田正治，多田泰之，井上和也：豪雨時の

段階的表層崩壊プロセス，平成17年度砂防学会研究発表会概要

集，266，267（2005） 
伊藤元洋，堤大三，藤田正治，多田泰之，澤田豊明，小杉賢一
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郎，水山高久：田上山地の裸地斜面における凍結融解と土砂生

産の観測，平成17年度砂防学会研究発表会概要集，296，297
（2005） 
広重敬嗣，藤田正治，井上和也：1990年クルー火山噴火後のブ

ランタス川への土砂流入特性の変化，平成17年度砂防学会研究

発表会概要集，326，327（2005） 
長谷部亮，藤田正治，堤大三，井上和也：常時と異常時の貯水

池への土砂流入特性，平成17年度砂防学会研究発表会概要集，

328，329（2005） 
木下篤彦，田川正朋，藤田正治，水山高久：濁りが渓流魚の血

中酸素濃度に及ぼす影響，平成17年度砂防学会研究発表会概要

集，404，405（2005） 
堤大三，藤田正治，多田泰之：2004年三重県宮川流域で発生し

た斜面崩壊の数値解析，第24回日本自然災害学会学術講演会講

演概要集，137，138（2005） 
Takemi Tetsuya，Yasui Motoaki，Zhou Jixia，Liu Lichao，Itabe 
Toshikazu，Mizutani Kohei，Aoki Tetsuo：The role of convection on 
the vertical transport of mineral dust over arid regions，Proc. of The 
4th Workshop on Aeolian Dust Experiment on Climate Impact，341，
344（2005） 
竹見哲也，田村哲郎，今泉一宣，奥田泰雄：LESとメソ気象モ

デルによる都市キャノピー内部の強風の解析，日本風工学会誌，

30，131，132（2005） 
野澤剛二郎，竹見哲也，田村哲郎：大スケールラフネス上を発

達する乱流境界層のLES，日本流体力学会年会(2005講演論文集，

AM05-02-005（2005） 
八色純男，竹見哲也：みらい「MR02-K06」航海データに基づ

く太平洋赤道海域における積雲対流活動の解析，第8回みらい

シンポジウム講演予稿集，74，75（2005） 
竹見哲也，安井元昭，周紀侠，劉立超：乾燥地における境界層

対流によるダストの輸送過程，日本気象学会(2005年度春季大

会講演予稿集，B206（2005） 
竹見哲也：異なる静的安定度の環境におけるメソ対流系の水蒸

気プロファイルに対するインパクト，日本気象学会(2005年度

春季大会講演予稿集，C255（2005） 
Takemi Tetsuya，Yasui Motoaki，Zhou Jixia，Liu Lichao：The role 
of boundary-layer convection on the vertical transport of sand dust 
over arid regions，Proc of IAMAS(2005，A114，A115（2005） 
竹見哲也：砂漠域における境界層対流とダスト輸送の格子解像

度依存性，日本気象学会(2005年度秋季大会講演予稿集，C163
（2005） 
竹見哲也，有光剛，玉井昌宏，三尾谷雅俊，佐伯文葉：大阪都

市圏における都市化が局地気候に及ぼす影響，日本気象学会

(2005年度秋季大会講演予稿集，D112（2005） 
Takemi Tetsuya，Yasui Motoaki："The role of boundary-layer and 
cumulus convection on dust emission， mixing， and transport over 
desert regions"，Eos Trans. AGU，52，86，P22B-06，（2005） 
"Hayashi， T. "，"Teshima， A."，"Toru， T."，"Wagatsuma， Y."： 
Climatic Impact to the Occurrence and the Prevalence of Epidemic 
Diseases，Proc. International Conf. Geography and Environ. Issues 
and Challenges，95，100（2005） 
"Yamane， Y."，"Hayashi， T. "： The Spatial and Temporal 
Distribution of Thermal Instability and Vertical Shear over South 
Asia，Proc. International Conf. Geography and Environ. Issues and 
Challenges，97，100（2005） 
Zhang Hao，Nakagawa Hajime，Muto Yasunori，Touchi 
Daizaburou：Investigation of sediment management in river 
restoration with local hydraulic structures，Proceedings of (2006 
Annual Meeting of JSFM (Japan Society of Fluid Mechanics)（2006） 
久保田拓志，向川均，前田修平，佐藤均，岩嶋樹也：熱帯域に

おける季節内振動の予測可能性評価，平成17年度「異常気象と

長期変動」研究集会報告，1，11（2006） 
"Kawaike， Kenji"，"Maruyama， Hirotatsu"，"Ichikawa， Yutaka"，
"Nakagawa， Hajime"：Inundation Simulation due to Heavy Rainfall 
and Flood Mitigation Method in Matsue City，The 6th Japan-Taiwan 
Joint Seminar on Natural Hazard Mitigation（2006） 
一丸 知子，廣岡 俊彦，向川 均：成層圏突然昇温の予測可能

性について．--2004年1月の事例解析--，平成17年度「異常気象

と長期変動」研究集会報告，96，105（2006） 
"Yasuda， Tomohiro"，"Takayama， Tomotsuka"，"Yamamoto， 
Hiroki"，"Mase， Hajime"：Characteristics of Tsunami Deformation 
and Force Propagation on Coral Reef Topography，Kyoto 
Symposium on Mangrove Management（2006） 
"Yasuda， Tomohiro"，"Takayama， Tomotsuka"：Effect of 
Cross-Sectional Shape on Characteristics of Tsunami Deformation 
and Force，The 6th Japan-Taiwan Joint Seminar on Natural Hazard 
Mitigation，C7-1，8（2006） 
江崎慶治，高山知司，安田誠宏：ハイブリッドケーソンのフー

チングに作用する波圧の評価式の検証，第61回土木学会年次学

術講演会概要，2-085（2006） 
Hori Tomoharu，Sugimoto Takayuki，Nakayama Masayuki，Ichikawa 
Yutaka，Shiiba Michiharu：Estimation of Field Irrigation Water 
Demand based on Lamped Kinematic Wave Model Considering Siol 
Moisture Balance，Proc. of International Workshop on Integrated 
River Basin Management under a Changing World，119，126（2006） 
池田恭彬，浜口俊雄，小尻利治：広域における地下水と表流水

の有機的活用に関する研究，平成18年度土木学会関西支部年次

学術講演概要，II-13（2006） 
井本昂志，浜口俊雄，小尻利治：地球温暖化による流域水資源

分布の推定と比較，水文・水資源学会(2006年度研究発表会要

旨集，52，53（2006） 
米山 望，松山昌史，戸田圭一：三次元数値シミュレーション

による津波氾濫解析，第５５回理論応用力学講演会講演論文集，

91，92（2006） 
浜口俊雄，小尻利治，池田恭彬：流域水資源分布評価モデルに

おける地中水資源量の算定，水文・水資源学会(2006年度研究

発表会要旨集，60，61（2006） 
浜口俊雄，小尻利治，中北英一：透水係数分布同定時の観測更

新感度向上のための地球統計補完地下水モデル利用法，平成18
年度農業土木学会講演要旨集，800，801（2006） 
和田健太郎，野原大督，小尻利治，浜口俊雄：気象情報と人工

知能手法を利用した長期流量予測に関する研究，平成18年度土

木学会関西支部年次学術講演概要，II-15，（2006） 
井本昂志，大出真理子，浜口俊雄，小尻利治：地球温暖化によ

る流域水資源分布の推定と比較に関する研究，平成18年度土木

学会関西支部年次学術講演概要，II-18（2006） 
Tanaka Kenji，Tasaki Kohei，Takemon Yasuhiro：Thermal insulation 
effect by floating island in Mizoro-ga-ike Pond，Proc. of AOGS 3rd 
Annual Meeting 2006，（2006） 
萬和明，田中賢治，池淵周一：気象変動に対する農業システム

の耐性・脆弱性，水文・水資源学会 2006年度研究発表会要旨

集，40，41（2006） 
佐久間良一，田中賢治，相馬一義，池淵周一：領域気象モデル

による降水予測精度の不確実性成因分析―降水種別の精度評

価―，平成18年度土木学会関西支部年次学術講演概要，II，
（2006） 
鈴木章吾，相馬一義，田中賢治，浜辺良，池淵周一：京都にお

ける都市気象シミュレーションのための人工排熱量分布の推

定，平成18年度土木学会関西支部年次学術講演概要，II，（2006） 
Souma Kazuyoshi，Tanaka Kenji，Ikebuchi Shuichi：Estimation of 
the Land Surface State in Japan Using Meteorological Data and 
Land Surface Model，Proc. of AOGS 3rd Annual Meeting (2006，
（2006） 
嶋村鉄也，徳地直子，尾坂兼一，大手信人，竹門康弘：深泥池

における集水域の森林土壌特性と流入水質，応用生態工学会第

10回研究発表会講演要旨集，137，138（2006） 
佐久間良一，田中賢治，相馬一義，池淵周一：領域気象モデル

による降水予測精度の不確実性成因分析―降水種別の精度評

価―，水文・水資源学会(2006年度研究発表会要旨集，2，3（2006） 
鈴木章吾，相馬一義，田中賢治，浜辺良，池淵周一：京都にお

ける都市気象シミュレーションのための人工排熱量分布の推

定，水文・水資源学会(2006年度研究発表会要旨集，294，295
（2006） 
藤原洋一，田中賢治，渡邉紹裕，小尻利治：温暖化がセイハン
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川流域の水資源に及ぼす影響と適応，平成18年度農業土木学会

講演要旨集（2006） 
城戸由能，齋藤慶司，中北英一：Deposition and Runoff 
Characteristics of Pollutants Derived from Air Pollution，都市域の

大気汚染由来汚濁物質の堆積と流，防災研究年報，CD-ROM，

49，543，550（2006） 
Batuer Abudoureyimu，城戸由能，川久保愛太，中北英一：新疆

タリム河流域の水資源環境，平成18年度関西支部年次学術講演

会講演概要，CD-ROM，Ⅱ-17（2006） 
福田勝之，城戸由能，中北英一：自動水質計観測データを用い

た河川環境の評価，平成18年度関西支部年次学術講演会講演概

要，CD-ROM，Ⅱ-24（2006） 
Batur Abudoureyimu，城戸由能，川久保愛太，中北英一：

Conservation of River Water Quality and Water Resources in 
Xinjiang，新疆乾燥地域の河川水質と水資源の保全，防災研究

年報，CD-ROM，49，551，565（2006） 
アブドレイム バトル，城戸由能，川久保愛太，中北英一：新

疆タリム川流域の水資源開発に伴う環境変化と保全対策，水

文・水資源学会(2006年研究発表会要旨集，90，91（2006） 
丸山 敬：有孔フェンス周囲の非定常流れ場のLES，第21回生

研TSFDシンポジウム講演論文集，21，24（2006） 
丸山 敬："風洞実験による有孔体の空力特性の測定，風洞実

験による有孔体の空力特性の測定"，第55回理論応用力学講演

会，605，606（2006） 
竹畑栄伸，中北英一，中川勝広：最新型偏波レーダを用いた降

雨量推定精度向上に関する基礎的研究，水文・水資源学会(2006
年度研究発表会要旨集，140，141（2006） 
城戸由能，齋藤慶司，中北英一：Deposition and Runoff 
Characteristics of Pollutants Derived from Air Pollution，都市域の

大気汚染由来汚濁物質の堆積と流，京都大学防災研究所(2006
年度研究発表会講演概要集，ＣＤ-ＲＯＭ，543，550（2006） 
Batur Abudoureyimu，城戸由能，川久保愛太，中北英一：

Conservation of River Water Quality and Water Resources in 
Xinjiang，新疆乾燥地域の河川水質と水資源の保全，京都大学

防災研究所(2007年度研究発表会講演概要集，ＣＤ-ＲＯＭ，49，
551，565（2006） 
竹畑栄伸，中北英一，中川勝広：最新型偏波レーダを用いた降

雨量推定精度向上に関する基礎的研究，平成18年度土木学会全

国大会 第61回年次学術講演会講演概要集，ＣＤ-ＲＯＭ，II，
（2006） 
竹畑栄伸，中北英一，中川勝広：最新型偏波レーダを用いた降

雨量推定精度向上に関する基礎的研究，平成18年度関西支部年

次学術講演会講演概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-2，（2006） 
Batuer Abudoureyimu，城戸由能，川久保愛太，中北英一：新疆

タリム河流域の水資源環境，平成18年度関西支部年次学術講演

会講演概要，ＣＤ-ＲＯＭ，Ⅱ-17，（2006） 
"Pradono， M. Harris"，"Iemura， Hirokazu"，"Yasuda， Tomohiro"，
"Tada， Tsubasa"：Tsunami Hydrodynamic Force on a Bridge，Proc. 
19th KKCNN Symposium on Civil Engineering，（2006） 
浜口俊雄，小尻利治，池田恭彬：表流水・地下水挙動を物理的

に連携させた流域環境評価モデルの構築，第61回土木学会年次

学術講演会講演概要集CD-ROM，129，130（2006） 
澤田豊明，藤田正治，堤大三：足洗谷観測水路の活用について，

平成18年度砂防学会研究発表会概要集，256，257（2006） 
井口 敬雄，木田 秀次：大気輸送モデルを用いた数値実験に

基づく北半球陸上起源炭素フラックスの季節変化の考察，京都

大学防災研究所年報概要集，49B，48，48（2006） 
向川 均：地球温暖化と異常気象，平成18年度「災害に強いま

ちづくり講座」講演録，1，6（2006） 
堀川 英隆，向川 均：北半球夏季における中高緯度の長周期変

動とオホーツク海高気圧，平成17年度「異常気象と長期変動」

研究集会報告，133，139（2006） 
堤大三，藤田正治：（2005）年大分県竹田市で発生した斜面崩

壊，第25回日本自然災害学会学術講演会講演概要集，17，18
（2006） 
Adhy Kurniawan，Masaharu Fujita：Determination of time scale on 
local scour，平成18年度砂防学会研究発表会概要集，280，281

（2006） 
堤大三，藤田正治，宮嵜俊彦：基岩形状を考慮した斜面崩壊の

シミュレーション，平成18年度砂防学会研究発表会概要集，320，
321（2006） 
木下篤彦，藤田正治，水山高久，澤田豊明：砂防ダムからの排

砂が溶存酸素濃度に与える影響，平成18年砂防学会研究発表会

概要集，428，429（2006） 
林雄二郎，堤大三，藤田正治，宮嵜俊彦：斜面崩壊プロセスに

及ぼす土質強度の影響，平成18年度砂防学会研究発表会概要集，

316，317（2006） 
多田泰之，藤田正治，堤大三，奥村武信，本田尚正，柳沢甚平，

河合隆行，小山敢：地下流水音による山腹斜面の水みち経路分

布の推定精度，平成18年度砂防学会研究発表会概要集，148，
149（2006） 
伊藤元洋，堤大三，藤田正治，澤田豊明，手島宏之，小杉賢一

郎，水山高久：裸地斜面における凍結融解作用による土砂生産，

平成18年度砂防学会研究発表会概要集，62，63（2006） 
藤田正治，澤田豊明，堤大三，伊藤元洋：高原川流域の土砂生

産マップの構築，平成18年度砂防学会研究発表会概要集，264，
265（2006） 
Muhammud Sulaiman，Masaharu Fujita：Porosity od sediment 
mixtures with different grain size distribution，平成18年度砂防学会

研究発表会概要集，440，441（2006） 
竹見哲也，有光剛，玉井昌宏：大阪平野における夏季の海陸風

循環の時空間構造：上空風観測および数値シミュレーション，

第52回風に関するシンポジウム講演予稿集，30，33（2006） 
畑村真一，竹見哲也，田村哲郎，尾上令時：根室半島における

風況の局地性・季節性に関する解析，日本気象学会(2006年度

春季大会講演予稿集，P329（2006） 
Takemi Tetsuya：A sensitivity of squall-line structure and intensity to 
environmental stability and shear，Proc. of The 7th Annual WRF 
User’s Workshop，2.5（2006） 
Takemi Tetsuya，Tamura Tetsuro，Takei Yasuyuki，Okuda Yasuo：
Mesoscale and microscale analysis of cyclone-induced high winds in 
the urban canopy by merging large-eddy simulation and mesoscale 
models，Proc. of The 4th U.S.-Japan Workshop on Wind Engineering，
127，132（2006） 
竹見哲也：湿潤大気における降水対流の組織化に及ぼす環境条

件，日本流体力学会年会(2006講演論文集，AM06-13-010（2006） 
畑村真一，竹見哲也，田村哲郎：根室半島における風況の局所

性に関する高解像度シミュレーション，第20回数値流体シンポ

ジウム講演論文集，F4-2，（2006） 
太田健一，田村哲郎，竹見哲也：種々の大気安定境界層におけ

る物質拡散挙動のLES解析，第20回数値流体シンポジウム講演

論文集，F4-3，（2006） 
竹見哲也，有光剛，玉井昌宏：大阪平野における夏季晴天時の

海風の時空間構造，日本気象学会(2006年度春季大会講演予稿

集，B303，（2006） 
竹見哲也，石川裕彦：砂漠域における乾燥・湿潤対流とダスト

輸送の高解像度数値シミュレーション，日本気象学会(2006年
度春季大会講演予稿集，B310（2006） 
益田精治，竹見哲也，田村哲郎：2004年7月新潟・福島豪雨時

の降水セルの構造と組織化，日本気象学会(2006年度春季大会

講演予稿集，C105（2006） 
山田洋平，竹見哲也，田村哲郎：台風T0422通過時に生じた強

風の局所性・突発性のメソ気象モデルによる再現性について，

日本気象学会(2006年度春季大会講演予稿集，P150（2006） 
武井泰之，田村哲郎，竹見哲也，奥田泰雄：メソ気象モデルと

ＬＥＳの融合による都市域強風解析の精緻化，日本気象学会

(2006年度春季大会講演予稿集，B307（2006） 
Takemi Tetsuya：Toward an eddy-resolving simulation of moist 
convection，Proc. of The International Workshop on High-Resolution 
& Cloud Modeling: Fusion of Satellite Observations & 
High-Resolution Modeling，15，（2006） 
Takemi Tetsuya：A high-resolution mesoscale simulation of 
boundary-layer and cumulus convection and dust transport over a 
desert area，AGU (2006 Fall Meeting，A32C-03（2006） 
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河井宏允：竜巻通過に伴う建物周りの流れ場の解析，日本建築

学会大会学術講演梗概集，359，360（2006） 
益田健吾，宮本慎宏，河井宏允，西澤英和：木造層塔建築にか

かる風力－その３ 風力実験と風圧実験の比較－，日本建築学

会大会学術講演梗概集，359，360（2006） 
和田 健太郎，野原 大督，小尻 利治，関井 勝善：気象情

報と人工知能手法を利用した長期流量予測に関する研究，水

文・水資源学会 2006年度研究発表会要旨集，66，67（2006） 
"Hayashi， T."，"Terao， T."，Murata F.：Present Review and Future 
Scope of Studies of Meteorological Disasters in the South Asia，
"Proc. International Conf. Mesoscale Process in Atmosphere， 
Ocean and Environmental Systems"，112，（2006） 
"Murata， F."，"Terao， T."，"Hayashi， T."，"Asada， H."，
"Matsumoto， J."：Relationship between Atmosphere Condition at 
Dhaka and Rainfall at Cherrapunjee，"Proc. International Conf. 
Mesoscale Process in Atmosphere， Ocean and Environmental 
Systems"，164（2006） 
" Terao， T."，"Islam， Md. N."，"Murata， F."，"Hayashi， T."：
Meso-scale Features of pre- and Mature Summer Monsoon Cloud 
Systems over Bangladesh，"International Conf. Mesoscale Process in 
Atmosphere， Ocean and Environmental Systems"，206（2006） 
日野雄太，岸田岳士，田村哲郎，竹見哲也，中村修，奥田泰雄：

実在都市での風環境評価のための最大瞬間風速空間構造LES
解析，日本風工学会会誌，2，32，129，130（2007） 
宮本佳明，石川裕彦，竹見哲也：発達した台風の構造に対する

海面抵抗の影響，日本気象学会(2007年度秋季大会講演予稿集，

92，230，230（2007） 
畑村真一，竹見哲也，田村哲郎：半島上の風況の微細構造に関

する超高解像度気象解析，日本風工学会会誌，2，32，141，142
（2007） 
田中幸夫，城戸由能，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系に

おける地下水流動解析，平成19年度土木学会全国大会 第62
回年次学術講演会，CD-ROM，Ⅱ-002（2007） 
藤原覚太，浜口俊雄，小尻利治：食物連鎖による物質動態を考

慮した流域水・生態環境モデルの構築，水文・水資源学会(2007
年度研究発表会要旨集，110，111（2007） 
"Baba， Y."，"Toda， K."，"Ishigaki， T."，"Nakagawa， H."：
Experimental study on evacuation from inundated underground 
space，International Symposium on Flood Disasters and 
Countermeasures against Them，39，44（2007） 
藤原覚太，浜口俊雄，小尻利治：食物連鎖による物質動態を考

慮した流域水・生態環境モデルの構築，平成19年度土木学会関

西支部年次学術講演概要，II-20（2007） 
高田敬規，小尻利治，田中賢治，浜口俊雄：斐伊川水系を対象

とした総合流域管理策定に関する研究，平成19年度土木学会関

西支部年次学術講演概要，II-19，（2007） 
浜口俊雄，小尻利治，Saber Mohamed：アップスケール時に均

質化された水文モデルパラメータ同定，水文・水資源学会(2007
年度研究発表会要旨集，44，45（2007） 
浜口俊雄，小尻利治：地盤・気象GISデータとGCMを用いた地

球温暖化の流域土・水資源量への影響評価，第42回地盤工学研

究発表会発表講演集，185，186（2007） 
高田敬規，小尻利治，田中賢治，浜口俊雄：斐伊川水系を対象

とした流出解析及び総合流域評価，水文・水資源学会(2007年
度研究発表会要旨集，64，65（2007） 
萬和明，田中賢治，中北英一，池淵周一：全球陸域植生に対す

る気象支配因子の推定，水文・水資源学会(2007年度研究発表

会要旨集，80，81（2007） 
中西健一郎，田中賢治，小森大輔，沖大幹，池淵周一：北タイ

MaeWang流域の流出予測精度向上に対する地球観測データの

有効性の検討，水文・水資源学会(2007年度研究発表会要旨集，

28，29（2007） 
田中幸夫，城戸由能，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系に

おける地下水および河川の流動解析，水文・水資源学会(2007
年度研究発表会要旨集，48，49（2007） 
田中幸夫，城戸由能，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系を

対象とした地下水流動に関する基礎的研究，平成19年度関西支

部年次学術講演会講演概要，CD-ROM，Ⅱ-002，（2007） 
丸山 敬，加茂正人：（2006）年の強風による建物被害の特徴 

―防災・減災の観点から―，日本風工学会誌，111，157，158
（2007） 
丸山 敬：竜巻状の渦の数値シミュレーション，日本風工学会

誌，111，99，100（2007） 
丸山 敬：ＬＥＳによる竜巻状の渦のシミュレーション，日本

建築学会大会学術講演梗概集B-1，1181，1182（2007） 
玉基英，竹門康弘：京都市疏水における琵琶湖由来のプランク

トンの流下距離推定，応用生態工学会第11回研究発表会講演集，

201，204（2007） 
松島フィオナ，竹門康弘：鴨川の水辺環境と鳥類の分布様式の

関係，応用生態工学会第11回研究発表会講演集，279，282（2007） 
中北英一，松田周吾：浸食過程を考慮した模擬流域発生手法と

流域特性の解析，水文・水資源学会(2007年度研究発表会要旨

集，242，243（2007） 
野村理絵，竹門康弘，小林草平，堤大三，藤田正治：土砂動態

の異なる渓流における生息場構造と底生動物群集の関係，応用

生態工学会第11回研究発表会講演集，295，298（2007） 
山口弘誠，中北英一：ドップラーレーダー情報を用いた降雨予

測に関するデータ同化手法の比較，日本気象学会(2007年度秋

季大会講演予稿集，92，449（2007） 
萬和明，田中賢治，中北英一，池淵周一：相関分析による植生

に対する気象支配因子の推定，日本気象学会(2007年度秋季大

会講演予稿集，92，531（2007） 
田中幸夫，城戸由能，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系に

おける地下水流動解析，平成19年度土木学会全国大会 第62
回年次学術講演会，CD-ROM，II-002（2007） 
寺園正彦，中北英一：非地形性降雨の非線形効果と水蒸気収支

を考慮した地形性降雨による短時間降雨予測手法，平成19年度

土木学会全国大会 第62回年次学術講演会，CD-ROM，II-009
（2007） 
山口弘誠，中北英一：Ensemble Kalman Filterを用いたドップラ

ーレーダー情報の同化の設計，水文・水資源学会(2007年度研

究発表会要旨集，138，139（2007） 
木島梨沙子，中北英一：TRMM/PR観測情報から算定されるア

ジアモンスーン域における気候特性値としての地点瞬時降雨

量の時間相関長さ，水文・水資源学会(2007年度研究発表会要

旨集，4，5（2007） 
寺園正彦，中北英一：非地形性降雨の非線形効果と水蒸気収支

を考慮した地形性降雨による短時間降雨予測手法，水文・水資

源学会(2007年度研究発表会要旨集，12，13（2007） 
開發一郎，近藤昭彦，立川康人，児島利治，樋口篤志，田殿武

雄，中北英一，寶 馨，小池俊雄：水文過程解明のための最新

リモートセンシング技術とその応用に関する研究，水文・水資

源学会(2007年度研究発表会要旨集，258，259（2007） 
田中幸夫，城戸由能，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系に

おける地下水および河川の流動解析，水文・水資源学会(2007
年度研究発表会要旨集，48，49（2007） 
田中幸夫，城戸由能、，川久保愛太，中北英一：京都盆地水系

を対象とした地下水流動解析，平成19年度関西支部年次学術講

演会講演概要，CD-ROM，Ⅱ-002（2007） 
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